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山 鶴 南高等学校長  石川 真澄 
 
 「 」と め の年度 １年と り、本校で進め るＳＳＨ ２ ３

年が とし る 目 とし る研究開発課 「『TSURUOKA SCIENCE 
CLUSTER』におけるＳＳＨ活動の深化に る科学技術の発展を担 『 』の育成」 、

方 の 年 成果が た 課 の のが、地 に る 先端の

研究機 や大学・企業・ 体や のＳＳＨ校等を めとする 高等学校（SCIENCE 
CLUSTER）と連携し が 研究を活 化し とを目的とし おり、地 の方 との

りの中で、生徒た の に大 が る とに る  
 の と 、本校におけるＳＳＨ事業の研究開発で大 で る探究活動「鶴南ゼミ」

の活動が 8 年 と 大 た とで る 本校で 、理数科や理 の生徒 けで

の生徒 の研究活動に る とで、全生徒が科学的 力やコンピテンシー

を 長 る とを目的とし 進め る ゼミの 大成と る ス ー発 を ると、

研究の目的に し を 、実験 を し 検証を進め、 を導 すと た

理的 展開がし りし る発 が大 に増 る で 、 ン ー ト等を

し る とで し し 、 る「 学 」 け 研究や、

の 問に し に し し 分の のと 発 た

が、２ に た課 研究発 会で 、 理をし りと組 検証し る発

が増 たの に 科学の分野 、 科学分野の に実験等を し 検証し

とがで けに先 研究等との や分 が が、 で

る発 が る  
 2 目 、外部に 的に 研究活動が増 ると とで る の

とし 、 年度 研究を めた「地 活 化ゼミ」が る 地 の

の活 化に 高校生の で 実 した研究で るが、 の担当者や

の方 と を 、 に る の高校と した取組に で発展 る

、高校生が ランテ ア活動 を し 地 に すると た活動 にする

が、地 に目を向け 地 の方 と共に を し実 すると た活動 め し

本校生が研究機 や高等教育機 と た学 の を広 た活動を に

り、学校の外に の ー を に た と 、生徒達 けで 地 に し

大 を し る た活動を し 、生徒た が改め 地 の 力を

り、 の 果地 創生に がる 材が育 が りと る  
 3 目 、 の研究を し する力や発 力が に たと とで る

年度 1 年生の基礎ゼミに取り入 た ートの実 、課 研究を進める で

大 力と る ゼミの中 けで 、 で 分の 問を するため

に の 問が る、 的 が る に た た、 年

で 7 年目と た への進路研修にお で る 国高 中学と

に研究を発 し、英語で を す の高校生 すると で る

でのＳＳＨをとおした が生徒た を育 る  
 一方、全校体 に る成果と に理数科の が し 中で「理数 能の

長」に カリキュラムの開発 る の 、本校の に り数年後に

中高一 校と る中で中高連携した理数教育の り方 、本校に た た 課 が

る 一 一 に進める と し が、 続 課 に向 とが

で る  
 で本事業を た の方 に し上 るとと に、 年度 の

本事業の 進に向け 改め お力 をお し とした  
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  ３ ー お 参  

 課 研究テー 一  

  山 鶴 南高等学校ＳＳＨ体  
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様  
   

 
ー ー ー  

 
    

TSURUOKA SCIENCE CLUSTER の の の  

  の   
 地 に 先端の研究機 や大学・企業・ 体、 のＳＳＨ、Ｓ Ｈ校等（TSURUOKA SCIENCE CLUSTR）
との連携に り、 広 野で テー での探究活動を深化・発展 る とで、地 や 本、 が

する課 を発 し する能力を に け、学術 化 「鶴 」を し、 で活 する科学技術の発
展を担 高 を た『 』の 続的 育成を ために の研究を  

 の  
 ー ー の の

 
 の の  
 の の  

    
基本的に 全校生徒（ ）と全教員を とする  

学科 
コース 

１学年 ２学年 ３学年  
生徒数 学 数 生徒数 学 数 生徒数 学 数 生徒数 学 数 

理数科  １ １ １ ３ １ １２  ３ 

科 
理  １ ２  ２  ２ ２３１  

  ２ １ ２  ２ ２３   
 １   １   １    １  

（ ） とめ のため、 １学年 年度の 数 

全校生徒を とする取組  
Ａ ①「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究 
Ａ ②全校生徒が取り組む継続した探究活動『鶴南ゼミ』の深化・発展 
Ｂ ⑥「情報・科学コンピテンシー」の開設とカリキュラム開発 
Ｂ ⑦ＩＣＴ機器を活用する能力、コミュニケーション能力の育成 
Ｂ ⑧英語力の向上と海外の高等教育校との交流、連携の拡大 
Ｂ ⑨研究成果の社会への還元と発信 
Ｃ ⑩鶴南キャリアプログラムの研究開発 
理数科 た 科学部の生徒を とする取組  
Ａ ④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 
Ｃ ⑪小中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究 
Ｃ ⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充 

に を 研究を進める生徒を とする取組  
Ａ ③探究活動『鶴南ゼミ』における『地方創生』分野の開設と拡大 
Ａ ④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 
Ａ ⑤国際科学技術コンテスト等への生徒の参加数、入賞数の増加に向けた取組 
教員中 の取組  
Ｂ ⑨研究成果の社会への還元と発信 
Ｃ ⑪小中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究 
Ｃ ⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究 
Ｄ ⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究 
Ｄ 運営指導委員会の開  
Ｄ 報 書の 成 

    
 

１年  
成 2 9 年度 

研究体 の 、各プロジェクトの の  
Ａ 理数 能を 長 、研究機 ・大学・企業・ 体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究をする  
・学校設 教科「探究」学校設 科目「鶴南ゼミ（基礎）」の実施に シラ スの と評

価方法の を 、スムー に進め ける にする  
・「鶴南ゼミ」における「地方創生」分野の充実を目指す  
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・科学部の活動を充実 る  
・外部コンテスト等への 的に参加する ける  

Ｂ 科学的コンピテンシーを 長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・学校設 科目「情報・科学コンピテンシー」を開設し、ＩＣＴ活用能力向上カリキュラムの
開発を  

・海外の高等教育校との 交流を実施する  
・本校鶴南ゼミ発 会にお 校生徒に る発 を取り入 る  

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発に る広 野を た理数 を育成する研究 
・鶴 アカ ア（大学 ）を充実 る  
・鶴南キャリアプログラムを充実 る  
・鶴南ゼミの活動で小中学生と る部分を創  
・理数セミナーを充実 る  
・探究活動が進路実 へ の に 連し る の研究を進める  

Ｄ ＳＳＨ事業を 進するための評価・検証方法の研究 
・鶴南ゼミ発 会で ー リ クに る評価を導入する  
・ 業生 の実施  

２年  
成 3 0 年度 

研究体 の改善、各プロジェクトの の拡大・深化 
Ａ 理数 能を 長 、研究機 ・大学・企業・ 体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・学校設 教科「探究」学校設 科目「鶴南ゼミ（探究）」の実施に シラ スの と評

価方法の を 、スムー に進め ける にする  
・「鶴南ゼミ」における「地方創生」分野で 鶴 や地 の 体との連携企画を実施する  
・外部コンテスト等への参加者に し 会を開  

Ｂ 科学的コンピテンシーを 長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・海外の高等教育校と 校 を目指す  
・鶴南ゼミ発 会で の高校の発 本数の増加を目指す  

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発に る広 野を た理数 を育成する研究 
・小中学生に本校の探究活動に 機会の増加を目指す  

Ｄ ＳＳＨ事業を 進するための評価・検証方法の研究 
・各 評価方法を実施し の を し、 的 助 を  

３年  
元年度 

の  
 の

 
の の の  

 ー ー の
の  

の の  
 の の  

の の  
 

 の の  
の ー の

の  

年  
２年度 

中間評価を た取組の し、改善 
Ａ 理数 能を 長 、研究機 ・大学・企業・ 体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
・中間評価を 取組の し、改善を図る  
・鶴南ゼミ ２ 目 後の探究活動の り方 し  

Ｂ 科学的コンピテンシーを 長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力
の向上に向けた研究 

・中間評価を 取組の し、改善を図る  
Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発に る広 野を た理数 を育成する研究 
 ・中間評価を 取組の し、改善を図る  
Ｄ ＳＳＨ事業を 進するための評価・検証方法の研究 
 ・中間評価を 取組の し、改善を図る  
 

4



年  
３年度 

年間のＳＳＨ事業の検証 
Ａ 理数 能を 長 、研究機 ・大学・企業・ 体等と連携した探究活動の深化発展に向

けた研究 
 ・ 年間のＳＳＨ事業の検証・ 括 
Ｂ 科学的コンピテンシーを 長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力

の向上に向けた研究 
・ 年間のＳＳＨ事業の検証・ 括 

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発に る広 野を た理数 を育成する研究 
 ・ 年間のＳＳＨ事業の検証・ 括 
Ｄ ＳＳＨ事業を 進するための評価・検証方法の研究 
 ・ 年間のＳＳＨ事業の検証・ 括 

 
の  

学科 
コース 

開設する科目  数 科目等 数  

理数科 
情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ １学年 
鶴南ゼミ（基礎） １ 的 学 の 間 １ １学年 
鶴南ゼミ（探究） １ 課 研究 １ ２学年 

科
理  

情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ １学年 
ＳＳ数学 １  数学 Ａ Ｂ  １  １ ３学年 
ＳＳ 理 
ＳＳ化学 
ＳＳ生  

１  
理基礎・ 理 

化学基礎・化学 
生 基礎・生  

１  １ ３学年 

鶴南ゼミ（基礎） １ 的 学 の 間 １ １学年 
鶴南ゼミ（探究） １ 的 学 の 間 １ ２学年 

科
 

情報・科学コンピテンシー ２ 社会と情報 ２ １学年 
ＳＳ数学 １ １  数学 Ａ Ｂ  １ １  １ ３学年 
ＳＳ 理 
ＳＳ生  
ＳＳ地学 

１１ 
理基礎 

生 基礎・生  
地学基礎・地学 

１１ １ ３学年 

鶴南ゼミ（基礎） １ 的 学 の 間 １ １学年 
鶴南ゼミ（探究） １ 的 学 の 間 １ ２学年 

の の  
   連  元年度教育課 参  

 
Ａ ①「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究 

・「ＳＳ数学」「ＳＳ 理」「ＳＳ生 」の継続した教材開発、指導法の研究（１、２、３年生 ） 
・「ＳＳ化学」「ＳＳ地学」の継続した教材開発、指導法の研究（２、３年生 ） 

Ａ ②全校生徒が取り組む継続した探究活動『鶴南ゼミ』の深化・発展 
 ・探究活動「鶴南ゼミ」のテー 設 ・ゼミ運営 画の改善 

  ・上学年 の継 を目指し、２・３年 ゼミの開  
Ａ ③探究活動『鶴南ゼミ』における『地方創生』分野の開設と拡大 
 ・地 課 の に る 体と連携し が の探究活動実  
Ａ ④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 
 ・「鶴南ゼミ」での外部との連携 の拡大と 数年に たる継続研究の拡大 

・山 大学 学部 生 学科加 夫教 の指導・助 を が 、研究活動の深化・発展 
Ａ ⑤国際科学技術コンテスト等への生徒の参加数、入賞数の増加に向けた取組 
 ・参加大会数１ 、参加生徒の 数２２  
Ｂ ⑥「情報・科学コンピテンシー」の開設とカリキュラム開発 
 ・「情報・科学コンピテンシー」の指導法と教材開発、 に する 会の実施 
Ｂ ⑦ＩＣＴ機器を活用する能力、コミュニケーション能力の育成 
 ・ＩＣＴ機器を活用した 業の拡大と効果の検証、指導方法の改善 
Ｂ ⑧英語力の向上と海外の高等教育校との交流、連携の拡大 
 ・「 での海外進路研修の実施」（１１ ）と英語を用 た交流に向けた事 学 と「鶴南

ゼミ（探究）」の研究 の英語を用 た発 交流会の実施 
Ｂ ⑨研究成果の社会への還元と発信 
 ・「鶴南ゼミ中間発 会」「鶴南ゼミ全体発 会」の実施 
Ｃ ⑩鶴南キャリアプログラムの研究開発 
 ・鶴 お 地元企業の 力の 「鶴南キャリアプログラム」を実施 
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Ｃ ⑪小中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究 
・中学生 の一 体験入学（ ３１ ）で生徒に る 業・実験・ステージ発 の  
・本校生徒に る外部施設での子 向け科学教室と英語体験の実  

  ・本校生徒に る小中学校での 業実  
  ・ 校の発 会での ス ー発  

・ＳＳＨ生徒研究発 会、 地 ンスコミュニテ 研究校発 会、山 探究 学 課 研究発
会への参加 

Ｃ ⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充 
 ・「理数セミナー （ 成３１年３ １ ２ ）」（理数科２年生 研修） 

「理数セミナー （ 成３１年 ２３ ２ ）」（理数科 ２年生 研修）の実施 
Ｃ ⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究 
 ・「鶴南ゼミ」や科学部の研究成果や活動 を する進路の実 に活用するために、 ・Ａ 入

の 的 活用と研究 
Ｄ ⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究 
 ・評価に する教員研修会の実施 
 ・「基礎 （生徒アンケート）」、 間業者の 力等を する 験の実施 
 ・ 業生 の実施 
Ｄ 運営指導委員会の開  
 ・年２ の運営指導委員会における運営指導委員の方 の指導・助 に る事業改善 
Ｄ 報 書の 成 

  ・ 年度の取組に とめた研究開発実施報 書の 成、発  
  の   

の  
成果の 方法 のとおりで る  

① ーム ージに各 取組の を する  
② ＳＳＨ 信（年 ）を 成し 、 者に する  
③ １ に鶴南ゼミ中間発 会、２ に鶴南ゼミ全体発 会を開 し 研究成果を発 、 開する  
④ 年度 に 成する研究開発実施報 書と鶴南ゼミ（探究） を 者に する  

の  
Ａ 理数 能を 長 、研究機 ・大学・企業・ 体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 

・鶴南ゼミでの探究活動の成果とし 事を る が おり、発 会での 問等のやりとりが
１・２年生問 に活発に た  

・２・３年生の ゼミを実施し、 に後 た にと 有 情報を る とがで た  
・地 活 化ゼミの活動を外部コンテストで発 し、 賞を 賞する とがで た  

Ｂ 科学的コンピテンシーを 長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向け
た研究 

・ 国高 中学と に た 、１１ に 本校が 、 交流を た  
・１１ の際に 国高 中学と 校 を た  

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発に る広 野を た理数 を育成する研究 
・鶴南ゼミ全体発 で 校１ テー の 高校 発 の 力を た た  

Ｄ ＳＳＨ事業を 進するための評価・検証方法の研究 
・ 年度 め 、評価に の教員研修会を 、 員の目 を が ー リ ク を 成した  

の の  
Ａ 理数 能を 長 、研究機 ・大学・企業・ 体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
 ・鶴南ゼミの ニュア を 成し、 で 画的 ゼミ活動がで る にする  
 ・鶴南ゼミで ゼミの実施の 方を 夫し り効果的 や発 法の継 を目指す  
Ｂ 科学的コンピテンシーを 長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に向け

た研究 
・ 校 をした 国高 中学と 交流を に進めるために の とがで る の検

をする  
Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発に る広 野を た理数 を育成する研究 

・中高一 校に る とを 野に入 た中学生への発信を 化するとと に、鶴 高校と の 取組
をする とがで る の検 を  

・研究 の発信と の研 を とし 生徒の外部発 機会の増加を図る  
・理数セミナーに 田 高校と 力し が 開 を実り る のにする  

Ｄ ＳＳＨ事業を 進するための評価・検証方法の研究 
・評価に する 員研修会を 後 実施し 、 員全体での目 を とと に、本校に した

評価方法を探  
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様  
   

 
ー ー ー の  

 
  の  デー デー 

 
Ａ 理数 能を 長 、研究機 ・大学・企業・ 体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 

Ａ ①「ＳＳ科目」の改善と教材開発、指導法や評価法等の研究 
 「ＳＳ数学」「ＳＳ 理」「ＳＳ化学」「ＳＳ生 」「ＳＳ地学」の継続した教材開発と指導法の研究が

おり、アクテ ラーニングやＩＣＴ機器を 的に取り入 た 業が展開 る 理 の

リンピ クやコンテスト の のに 的 の生徒が おり、 年度 「数学 リ

ンピ ク」の に 、「数学 子 」の に と数学分野の参加 数 高と た  
Ａ ②全校生徒が取り組む継続した探究活動『鶴南ゼミ』の深化・発展 
 ・「鶴南ゼミ（基礎）」（ １学年生徒全員 ） 
  １年を １ で クラス の活動で「 理」「化学」「生 」「地学」「数学」「英語」を各

３ 間「 ート」を 間で実施した の生徒のプ ゼンを たり、 ートの 法を学

りする中で の 方への共 や の が に おり、発 会で 的に 問をす

る１年生の が目 た  
 ・「鶴南ゼミ（探究）」（ ２学年生徒全員 ） 
  １ ゼミ（ 理Ａ、 理Ｂ、化学Ａ、化学Ｂ、生 Ａ、生 Ｂ、地学、数学、 科、 体育、

先端研 研究生、社会科学、国語、英語、 術）で実施した 年度の課 とし 上学年 の

継 が おり、 に２・３年生の ゼミを実施した 先 の成果や と 継 で し

と等を やり取りで 、 に有 間と た  
・「鶴南ゼミ（発展）」（ ３学年生徒全員 ） 

  （上 国語、 国語、数学 、数学 Ａ Ｂ、英語①、英語②、学問研究）を ・後

開設し、生徒 ・後 で１ を取る で実施した 共 するテー を 者

での学 活動と と り、グ ープ で 活発 交 等が 、 の学 が深 る け

で 、コミュニケーション能力、 力の向上に が た  
Ａ ③探究活動『鶴南ゼミ』における『地方創生』分野の開設と拡大 

石 動 会社 取 社長石 大 、 会社 w o r k  l i f e  s h i f t 藤 子 、

ン 会社 本 の３ ア スを た が ２３ の生徒が３テー に分

探究活動を進めた 中で 年度の取組を 継 で鶴 の活 化を研究をしたグ ープ 活動

の発 で地 活 化ゼミとし め 外部のコンテスト（ Y a m a g a t a る と探究コンテスト）

で 賞を た 、大 発信する とがで た  
Ａ ④科学部活動の充実と発展、高度・先端研究に取り組む生徒の育成 

・科学部の部員数 ２３で 高と た 山 探究 学 課 研究発 会で 理部 で 賞を

賞し、 年度の全国 化 高 大会への を （１ 年連続）、地学部 で 良賞を 賞

した 本学生科学賞山 大会で 賞を 賞した  
・鶴南ゼミにお 外部研究機 ・教育機 と連携をし る部分に 生徒数 、テー 数１３

で る テー 数の 大学先端生 科学研究 １、鶴 高 、山 大学 学部 、山

験 １、 科大学１  
Ａ ⑤国際科学技術コンテスト等への生徒の参加数、入賞数の増加に向けた取組 
 ・ 本 学会 大会高校生 ス ー発  参加、発  
 ・ジュニア 化学会２ １  ２ 参加、発  

・化学グランプリ 参加 
・全国高等学校 化  参加、発  

 ・ ミ ト i n 鶴  ２ 参加、発  
成果発 部  鶴 長賞、 画発 部  員 賞各１ 賞 

 ・全国ＳＳＨ生徒研究発 会 ３ 参加、発  
 ・数学 子  参加 
 ・ 本 学会高校生 ス ー発  ２ 参加、発  
 ・ 本 学会学術 会 １ 参加、発  

・科学の 子  ２ ーム（１ ）参加、１ ームが ３ 、 の１ ームがリケジョ 賞 賞 
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 ・山 高等学校英語 大会 １ 参加 
 ・山 高校生英語 ート大会 ２ ーム（１２ ）参加 
・ 本学生科学賞山 大会 １ 参加、 賞、 高等学校長会長賞、 高等学校 化連 会長賞 賞 
・海の アカ ミ クコンテスト２ １ 全国大会 ２ 参加、発 、 リンス ー賞（ 賞） 賞 

  ・ Y a m a g a t a る と探究コンテスト 参加、発 、 る と探究大賞（ 賞） 賞 
 ・科学地理 リンピ ク 本 国際地理 リンピ ク 大会 

１ １ 参加、 ２ 一 、 に １ ダ 賞 
・数学 リンピ ク 参加 

 ・山 探究 学 課 研究発 会 ３ 参加、発 、 
科学 部の部 理分野 賞 賞 、地学分野 良賞 賞  

 ・ 地 ンスコミュニテ 研究発 会 １ 参加、発  
Ｂ 科学的コンピテンシーを 長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に 

向けた研究 

Ｂ ⑥「情報・科学コンピテンシー」の開設とカリキュラム開発 
 成２ 年度、 での「情報・科学リテラシー」を発 能力等の向上に に力を入 る 「情報・

科学コンピテンシー」に改め 実施した た、３ に を 年実施し、 に 、 し

、向 方を学 で る 年度 に ス ー発 の活動に 的に取り組 、発 を 、

を 、発 会での活発 やりとりに る とがで た  
Ｂ ⑦ＩＣＴ機器を活用する能力、コミュニケーション能力の育成 

教員がカ ラで た のをスクリーンに したり、生徒が発 会等で ト端 を用 明をし

たり、学校全体とし ＩＣＴ機器を活用し、 業や 明の効 化が図 る  
Ｂ ⑧英語力の向上と海外の高等教育校との交流、連携の拡大 
 ・ 国高 中学が生徒３ と教員２ が １ に 校し、 をし 交流を深めた  
 ・２学年生徒全員が１１ に 国高 中学を訪 、研究発 交流を た 校 の

を取り交 した  
Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発に る広 野を た理数 を育成する研究 

Ｃ ⑨鶴南キャリアプログラムの研究開発 
 ・ 年度 １ に発生した山 地 のために中 と たが、 し た

科大学 清教 、 会社 w o r k  l i f e  s h i f t 藤 子 に る全体 「地 活 化のために

で 業する 」と鶴 の企業２ 社に る企業 明会  
・ 年度 鶴南キャリアプログラムの とし １ １ に 会社 w o r k  l i f e  s h i f t 藤 子 に

る 「 r e a d i n e s s  f o r  2 0 2 5  分の 能 分で拡 」が実施 た  
Ｃ ⑩小中学校での理数体験充実と高等学校間での理数体験を共有するための研究（成果の ・ ） 
 ・中学生 の一 体験入学（ ３１ ）における取組（生徒に る研究発 と体験 業） 
 ・本校生徒に る小学校での 業実 （英語ゼミ３ ） 
 ・ 元年度ＳＳＨ生徒研究発 会（ ・ ）への参加 
 ・ 学 ＳＳＨ課 研究「 創 プロジェクト」中間発 会（１ １ ）への参加 
 ・山 田 高等学校課 研究中間発 会（１ ２３ ）への参加 
 ・本校生徒に る小学生 の理科・英語活動の実 （１２ １ ） 
 ・ 元年度山 探究 学 課 研究発 会（１２ ２１ ）への参加 
 ・本校生徒に る小学生 の理科活動の実 （１ １ ） 
 ・山 加 高等学校課 研究発 会（１ ２３ ）への参加 

・ 元度 地 ンスコミュニテ 研究発 会（１ ２ ・２ ）への参加 
Ｃ ⑪研究成果の社会への還元と発信（成果の ・ ） 
 ・鶴南ゼミ中間発 会（１ １ ）実施 
  発 者 本校２学年生徒全員１ テー 数 ＳＳ探究３ 、ＨＳ探究３２の の ス ー

発 を本校鶴 会 に た  
 ・鶴南ゼミ全体発 会（２ ）実施 

発 者 本校２学年生徒全員１ と外部高校生 ス ー発 を本校体育 に

た テー 数 ＳＳ探究３ 、ＨＳ探究２ 、山 加 高等学校３、山 業高等学

校１、山 田 高等学校１、山 田 高等学校３、 田南高等学校 、山 学

高等学校３の 後 、 年度に 続 １年生に る ート大会 が本校

鶴 会 に た の後ステージ発 を た テー 数 ＳＳ探究 、ＨＳ探究３の  
Ｃ ⑫大学・研究室を訪問する研修（理数セミナー）の拡充 
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理数セミナー （ 成３１年３ １ ２ ）（理数科２年生 研修） 
理数セミナー （ 成３１年 ２３ ２ ）（理数科２年生 研修） 

Ｃ ⑬大学・企業と連携した研究実績を進路指導へ活用するための研究 
 鶴南ゼミや科学部の研究成果や活動 を進路実 に けるための ・Ａ 入 の 的 活用と

研究を た  
 元年度の主 進学実績 ２  

   大学 Ａ （ 学部 情報 理学科１、 学部１） ２ 

        Ａ （ 学部材 科学 学科１、法学部１、 学部１） ３ 
山 大学 Ａ 入 （理学部１、 学部１） ２ 
     入 （ 学部１、 学部 学科２、 学部 学科１）  

大学 Ａ 入  学生 科学部１ 
信大学 入  情報理 学 １ 

学 大学 入  教育学部 等教育教員 成課 １ 
大学 入 （ 学部 学科１、 学部 学科１） ２ 
大学 入  学部１ 
国 大学 入  教育学部１ 

山 大学 入  学部 学科１ 
国際教 大学 入  国際教 学部１ 

田 大学 入  システム科学技術学部１ 
大学 入  間生活学部１ 

田大学 指 校  学部１ 
科 科大学 指 校  学部１  

Ｄ ＳＳＨ事業を 進するための評価・検証方法の研究 

Ｄ ⑭評価・検証法の研究とＳＳＨ事業を効果的に運営するための研究 
  ・１年生徒全員 の「鶴南ゼミ（基礎）」に 、各科目で「 ・ ・ 度」「 ・ ・

・技能」「 ・理 」の３ に する活動 に した評価項目を 成し 、各科目３

間（ ートの 間）の 後に 担当者が評価を た  
・学校設 教科『探究』 学校設 科目「鶴南ゼミ（探究）」の評価の実  

   ２年生徒全員 の「鶴南ゼミ（探究）」に 、研究に する 項目と研究 報 ート

（学年 １年間の研究 ）を とに、学 と各ゼミ担当教員が評価を た  
  ・鶴南ゼミ中間発 会・全体発 会における生徒発 の評価の実  

１ に る鶴南ゼミ中間発 会、２ に る鶴南ゼミ全体発 会に 、評価の指 （ Ｄ

２） 用し 成した『発 会 り りシート』（ Ｄ ３）や ー リ クを用 た『 ス

ー発 評価シート』（ Ｄ ）を 成し 用する とで、発 会を し 探究活動の 評価・

評価を た に、２ の発 会に 『 ス ー発 ・ステージ発 教員評価シート』（

Ｄ ）を教員に る評価 た 中間発 会後 全体発 会 に け 、教員評価シート

を改良した と り、 年度 ２ の全体発 会 に評価に する校 研修を 、評価項目や

に 教員間で目 をしたり、 ー リ ク や方法に の 交 を たり

した  
  ・基礎アンケート の実施 

   ＳＳＨ事業開 の とし ＳＳＨ基礎アンケート（ Ｄ ）を １１ ２１ の

間に１・２・３年生 に実施した た ー を とに、生徒の ・ ・学 等、

の に 分 ・検証を 、各部 の事業の 括と改善を  
   ・中間発 会・全体発 会 後の生徒・教員・外部に するアンケート実施 

   １ に る鶴南ゼミ中間発 会、２ に る鶴南ゼミ全体発 会に参加した 者・

校の教員や生徒・外部指導者を に発 会に するアンケートを実施・分 し、生徒の活動を検

証する  
  ・ Ｓテストの実施 
   一 年度 で た本校 のＳＳＨテストを、 り を すると 間業者に

る、問 発 ・ に 力等を る のアセス ントテストに 実施した  
  ・ 業生 の実施 
   成２ 年度 業生（大学 修 課 修 を ）お 成２ 年度 業生（大学学部 業を ）

を に 業生 を実施した 実施方法 が に り 問項目に し 方法、

た の が に し る コー 上で 問項目に し 方法に加  
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Ｓ Ｓを 用し 生に拡 し 方法 用 た  
 Ｄ 運営指導委員会の開  
  元年度 １  山 鶴 南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会（ ） 
  元年度 ２  山 鶴 南高等学校ＳＳＨ運営指導委員会（１ ２２ ） 
 Ｄ 報 書の 成 
 上 Ｄ ⑭の評価・検証を と共に、年度 に研究成果を報 書とし とめる  
  の   デー デー 

 
Ａ 理数 能を 長 、研究機 ・大学・企業・ 体等と連携した探究活動の深化発展に向けた研究 
 ・鶴南ゼミの ニュア 成に  
  鶴南ゼミの ニュア を 成し、１年間の しを 取り組む とがで る にする た、 し

任した先生方が 担 本校の探究活動に ける にする に ーム ージ上で

開し、本校の探究活動の流 や を発信し  
 ・鶴南ゼミの２・３年生 ゼミに  
  年度実施し 、２年生 有 情報を る とがで 良 たので、 り効果的 や実施

に 検 し  
 ・先 研究の に  
  探究活動を進めるに た 本校で先 研究 の部分が で におり、課 研究の進め方

に 夫する が る  
 ・ ートの効果に  

ートを取り入 た とが 年度の探究活動に の の を すの をし り検証し、

ートの り方を検 し  
 ・地 活 化ゼミの進め方に  
  年度 果を す とが た とに 年度へし りとした 継 をし 進を続け  
Ｂ 科学的コンピテンシーを 長し、ＩＣＴ活用能力とコミュニケーション能力の向上、英語力の向上に 

向けた研究 

 ・ 国高 中学との連携に  

交流を に進め ために の とが る を検 し  

Ｃ 理数体験充実のためのプログラム開発に る広 野を た理数 を育成する研究 

 ・中高一 校の開校へ向けた取組 
  中高一 校の開校を 野に入 、中学生へ向けた本校の取組を発信する機会を増やす とや、統 と

る鶴 高校と 後 の とがで る を検 し  
・外部発 機会の増加 

  研究 の発信お 発 や発 法の研 を とし 外部発 会へ 機会を増やす  
 ・理数セミナーに  
  理数セミナー に 山 田 高等学校との 開 の 方を検 し、お にと 実り

る のと る 画する  
 ・Ａ 入 等への  
  国 、 を め 、Ａ 入 の取 が、 理 や活動実績の 、入学後の研究活動に

学力の評価 大 する 向が たため、探究活動と教科指導での 力や 力、 力等

を たＳＳＨにおける探究活動、 の 業の 的向上や生徒への情報 と指導体 の が

る  
Ｄ ＳＳＨ事業を 進するための評価・検証方法の研究 

 ・鶴南ゼミの評価法に  
  年度 た評価に する研修会 「教員の目 」と「本校の実情に た評価方法の検 」と

２ の で効果が たので 年度 開 の や を 夫し が 継続し  
 ・ 業生 に  
  年度Ｓ Ｓ 用し 業生 を実施したが、 で 十分 数 た

向上を目指し、 夫し が 年度 継続し 取り組 で  
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 の  

の の

ー

の  

 の の  

【 の の 】 
 数を した 

  科目（ の科目） 

修 

学年 

 

数 
 

たに設 する科目 

   （ 分 業） 

修 

学年 

 

数 

科
理

 

社会と情報 １ ２  情報・科学コンピテンシー １ ２ 

数学 数学Ａ 数学  

数学Ｂ 数学  
１ ３ １   ＳＳ数学 １ ３ １  

理基礎・生 基礎 

化学基礎 

化学 

理・生 （ を ） 

１ 

２ 

２ ３ 

２ ３ 

２× ２ 

２ 

 

 

 

ＳＳ 理 

ＳＳ化学 

ＳＳ生  

１ ３ １  

的 学 の 間 

的 学 の 間 

１ 

２ 

１ 

１ 
 

「鶴南ゼミ（基礎）」 

「鶴南ゼミ（探究）」 

１ 

２ 

１ 

１ 

科

 

社会と情報 １ ２  情報・科学コンピテンシー １ ２ 

数学 数学Ａ 数学  

数学Ｂ 
１ ３ 14 17  ＳＳ数学 １ ３ 14 17 

理基礎・生 基礎 

地学基礎 

生 ・地学 

１ 

２ 

２ ３ 

２× ２ 

２ 

１ 

 

ＳＳ 理 

ＳＳ生  

ＳＳ地学 

１ ３ １１ 

的 学 の 間 

的 学 の 間 

１ 

２ 

１ 

１ 
 

「鶴南ゼミ（基礎）」 

「鶴南ゼミ（探究）」 

１ 

２ 

１ 

１ 

理
数
科 

社会と情報 １ ２  情報・科学コンピテンシー １ ２ 

的 学 の 間 １ １  「鶴南ゼミ（基礎）」 １ １ 

課 研究 ２ １  「鶴南ゼミ（探究）」 ２ １ 

 

（１）目  
数学における基本的 、原理・法 に の 統的 理 を深め、数学的に し する能力

と 度を育 、創 的 能力を高める クロスカリキュラムに り体 的 理 を深めるとと に、発展的

を とに り、理 的に 的 に 理し、明 に する 度と能力を  
（２）  
  本校 のクロスカリキュラムや学 プリントの 教材等に 、生徒が基礎 用 で

取り組 、 た、本校数学科とし 一 した指導を 能にする とで、生徒の体 的 理 へと る  

  学 プリントを 子化したＳＳ数学テキストを年度 めに したり「数学 リンピ ク」 の を

的に たりする とに 、発展的 へ取り組む生徒や数学に する各 コンテスト等に参

加する生徒 が増 、 発的に数学に取り組む が生 る  
（３）実 と成果 
  生徒と 数 
  科１年生（ ）、 科２年生（ ）、 科３年生（理 ・ ） 
   
  ３年間を し 、高校数学の を鶴 南高校 に 成し し、 り効果的 修が 能に る に

する た、 業 に 成した学 プリントを 用し、発展的 に 取り組める 夫する  
  評価の  
  ア の 業 度・学 、 験 果等 
   ・各 験 果、 業でのアンケート、グ ープ学 での り り等の が 年度 でに 、

化し る  
   各 コンテストへの参加者数・成績 
   ・ 年度 でに 、参加者数が増加し る た、コンテストでの成績  
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  の検証 
  に 、 教材を 用した 業や の を し 、基本の 用力の育成 で 広

指導する とがで た の上で、実 機や Ｃを活用した 業の実 、グ ープ学 を り

アクテ ラーニングの実 等、各教 が 的に取り入 た た、 の 子を に参 したり、数学

科会 で情報交 したりする とで、教員間の指導力向上に が る 教員のＩＣＴに するスキ

ア プを目的とした校 での研修会 実施する とがで た の とが た 業に 活 、生徒の

的 を とに が ると る に、「大学入 共 テスト」に向け 、１ ２年生

の テストで 「 力・ 力・ 力」を した問 成に めた  
  に 、 主的に発展的 へ取り組む生徒や、学 を進め 中で 連 け る に

り、 の理 を深め 生徒の 子が た の 取り組 を し 、数学に する各 コ

ンテストに参加する生徒が 年一 数 る と 評価で る （ 年度 「数学 リンピ ク」の に２年

生 、「数学 子 」の に ２年生 が する 年で と の生徒が数学的 外部コ

ンテストに 的に参加した ） 
（ ） 年度へ向け の課  
  ＳＳＨ１ 目の 年間で本校 のカリキュラム るが、 り で効果的 カリキュラム

が 、継続し 研究を進め た、 課 と る 教科と連携した教科 的

業・取り組 に する部分で 、 理で用 る三 ・ クト や化学で用 る指数 数 、 教科で学

・ を情報交 し 効果的 指導に るが、 に体 化に 理科を中

に、 教科との連携を り が 、教科 的 業の展開に し 本校 の教育プログラム 築に

め に、「大学入 共 テスト」に向けた「 力・ 力・ 力」を した教材やテスト

問 の 成を 年度 続 、深化  
 

 

（１）目  
「 理基礎」と「 理」の にと 元を 統的に学 する とで 理の理 を深める 発展的

や 的 ・実験 を十分に 、ＩＣＴ機器を効果的に活用した発 活動を 的に取り入 る

とで、高度 研究や探究活動の 地と る を 、科学技術の進展に する ・ や

を活用する能力 を育成する  

（２）  
  学 指導 の科目「 理基礎」と「 理」の 方に たがる 元を、科目の にと 統的に学

する とで理 を深める とがで る  
  『 動』と『力学』と た る 元間で 、 動 の共 事項に 共有し 学 する と

で理 を深める とがで る  
  生徒が 理 を 的に ージする とがで る に、実 や実際の をで る け取り

るとと に、 教材や 業プリントの活用、 とのアクテ ラーニングと た を効果

的に用 る とで理 を深める とがで る  
（３）実 と成果 
  生徒と 数 

１年生２ 、２年生２ 、３年生  
１年生で 全員（201 ）が 理と生 を 修、２年生（63 ）と３年生（71 ）が 者に る 業 

   
  元の組 に り、『力学・ 力学』（ 理基礎 一部 理）、『 の 』（ 理基礎 理）、『 』（

理基礎 理）、『 』（ 理）、『力学・ 力学』（ 理）、『 』（ 理基礎 理）、『原子』（ 理）の

に学 する 元を分野 とに学 する とで、 統 た 的 理 を目指す  
  評価の  
  元 との を理 で た 業での発 、 問 、 テスト、課 テスト 
  「 理基礎」と「 理」を 的に理 で た 業での発 、課 、 験、大学入  
  の検証 
  『 動』と『 』に 、 と た 元を 統的に学 する とがで 、 効果が た

た、 元間の 連に 目し が 学 する とで、 や けにと る と 、 理 を

し で る に り、生徒の理 の深 りが た  
  の 、問 の が導ける とや大学入 問 が ける とで 、 理 の の のの理

で る とが で たと る  
（ ） 年度へ向け の課  
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理が全員 修の１年生で 、数学的 ローが と る 二 数・指数・三 、 の

取 に 改善の 地が る ２年生 の 者に る 業にお 、 で 問 が けたとし

、 の の が分 生徒が る への 理的 けが、 理の理 向上に

けで 、数学への ローに がると る  
を で したり書 したりする との 力に 目 た 実験 果や る 化 を

に る とし 、 やグラ の活用、 の 、探究活動（ゼミ活動）の成果を

業に る とがで る  
２年生で２ と 業が 本 的に 理を学 めた２年生の 業を充実 る とが、３年間で学

理力を高めるために と る 継続し ラ シュア プ た と  
実 を るための実験や 実験 る 度実施で るが、ＩＣＴ機器や 教材の活用に

改善の 地が る 生徒の を高める と、 理的に 理 を る力を とがで る

業展開の り方を、 研究し た  

 
 

（１）目  
「基礎を した科目」と「基礎を 科目」の にと 、発展的 や 的 ・実験や、

発 活動を 的に取り入 、ＩＣＴ機器を効果的に活用した上で、 統的に学 する とで、高度 研究

や探究活動の 地と る を 、科学技術の進展に する ・ や の を活用

する能力 を育成する  
（２）  
 ・「化学基礎」「化学」の 元の にと 、生徒の実情に た 元の入 に り 統的に学 す

る とで、化学 に する生徒の理 を深める とがで る 
・ 業の中で発展的 や 問 等を取り上 的 活動、 ・実験等を取り入 る とで科学技術

の進展に する ・ や を活用する能力を育成する とがで る  
 ・ の教科（数学、 理、生 等）の と 事項を とする 元に 学 や学 す

る を情報交 し、 に 教科の担当者の 力の にＴＴ（ ームテ ー ング）を実 する

とで効果的で効 的 指導がで る  
 ・「 実験」「生徒実験」に加 、実験の 子や化学 の 子を 信 る動画を効果的に活用する

とで、生徒の が向上し、理 が深 る  
（３）実 と成果 

実  
・学校設 科目開設 年目、 の教育課 年目と た 年度にお 、 年の生徒の基礎学力（

に数学的 ）、理 度の に 、 に改善を加 、 の を た 、生

徒の理 度、 度等を した  
・ 年と 、化学 と の 的 の が 「化学 」の分野を で学 る

とに る生徒の を けるとと に、数学の学 を 、 に外部 の 範 の 有り

を一部 した  
年度  

「 と化学 」 「 と 基」 「化学 と ・ 」 「化学 」 「 中の化学 」

「 化還元 」 「 池と 分 」 

年度  
 「 と化学 」 「 と 基」 「 化還元 」 「 池と 分 」 「化学 と ・ 」

「化学 」 「 中の化学 」 

教育課 化学基礎 化学 を ースにし るが、生徒の実情に た 元の入 に り、 の

を た る  

① と化学 を ースにした 統 た指導 

、 を学 した 後に化学 を学 、一部生徒の理 が深 た を に、 と

化学 を十分理 した上で、化学 の 数の に で 的 が で る「「 と

化学 」 「 と 基」を した 」 の とに り、中学の理科で化学分野を学 で１年間の ラ

ンクが る生徒に し 、中学分野で学 とを し が 、高校での取り し 事項へ発展

が の指導が 能と た し し、 とし 数的 理の 生徒に の理 の に の

間を した  

② 機分野、有機分野での実験 、 実験、 信動画を効果的に取り入 た指導 

機化学と 機 の 、有機化学と有機 の で 、一方的 の め に る生徒の学  
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の を 、 を た るためにで る け「 実験」や「生徒実験」を取り入 る 務めた  
た、教科書で取り上 る 機 の に する実験や、 で取り上 る実験で、

教科書会社に る動画 信 る に し 、 信 ト の動画を 業に効 的に取り入 る

力をした  
③ 教科との連携を した進度 

年と に、数学で指数・ 数を学 が た後に学 する「 と 基」で取り上 る H を める

で と る 用 数の数的 理の指導、 に 年 、「化学 」「 中の化学 」で取り上

る、 数、 数を める で と る指数の数的 理の指導、「 体の 」で取り

法 と の が すグラ の に し 、 に数学的 の が たり、数的 理、グラ

の ージが め 子のクラスに 数学の担当者と したＴＴを 生徒の理 を深める

とがで た 後と 、 教科との連 に し る学 分野に する情報交 を 、 り

理 が深 る に した指導を けた  
成果  
・ と化学 を ースにした 統 た指導に り、 り 的 の で 生徒

したと る 一方、 とし の 、 、 のグラ の理 等、数学的 地が

ために、理 に の 間を する生徒が年 増加し る の 向 後 続 のと る  
 ・ 機理 での流 、一部改善を加 た と り、生徒の理 度 年の生徒 り 分 向上したと

る  
 ・実験室や教室での 実験 り、実験の 子を「 信動画」に り生徒に す とに り、一 度の理

の深 り、 の向上 たが、実際の実験 で る 実 に し し、効果的

に 用で る るため継続し 研究を進め た  
（ ） 年度へ向け の課  
・ 年度の を活 すとと に生徒の （生徒の基礎学力（ に数学的 ）、理 度の ）に

したカリキュラムの る改善 
・ り効果的 「 実験」「生徒実験」「 信動画を効果的に取り入 た」の教材研究 にＩＣＴを取り入

た実験教材の開発  
・継続した の教科（数学、 理、生 等）の と する 元に の効果的 指導方法や 力体 の

築に向けた情報交 やＴＴの実施に する研究  
 

 

（１）目  
「基礎を した科目」と「基礎を 科目」の にと 、発展的 や 的 ・実験

を十分に 、発 活動を 的に取り入 、ＩＣＴ機器を効果的に活用し、 統的に学 する とで、

高度 研究や探究活動の 地と る を 、科学技術の進展に する ・ や を活

用する能力 を育成する  

（２）  
カリキュラムの効 化と の を とで「生 基礎」「生 」の にと 、全体とし の

業展開の流 を 築で る た、 の に し 取り上 る 項目と、 で 項目で ける

間に を け、生徒 で る に る １年生の「生 基礎」で 学 に１ 、テー を め

アクテ ラーニングの 業を 、 でに学 した を活用する 間を設ける とで、 力や

力を ける とがで る  

（３）実 と成果 
  生徒と 数 

１年全員２  

２年理 ２ 、２年 者２ 、 

３年理 、３年 者２ 、３年 「SS地学」 者１  

１年で 全員が SS 生 を 修する  

２・３年理 「生 」にお 、 者に る 業を展開する  

２・３年 「生 基礎」にお 、 者に る 業を展開する  

た３年 「SS 地学」 者 １ け 業を展開する  

   
教育課 「生 基礎」、「生 」を ースに学 する 学 分野の組 に り 生 基礎 を、 生の

と分 、生 と の 全、生 の体 、生 の 、 子と の た の に学 する 中

学の学 と「生 基礎」との がりや、 生 基礎 と 生 の がりを 学 る とで、
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統 た 的 理 を目指す 教材 「生 基礎」、「生 」の教科書を用 、 図 やプリント、

教材等で補充を  

教育課 にお 探究的 が に るため、 実験を め実験をで る け 、

理 を す効果の で る 教材を用 る  

  評価の  
 元 との の理 に し テストや課 テストの成績、 の 等で 的に評価する 全

体的 理 セン ー 験や２ 験等の 、 ・ にお 実験や探究活動での取り組 を

的に評価する  
  の検証 

ＳＳ生 にお ２年 の理科の に 、す の生徒が 生 基礎 を 修した と 、 事

に する ・ を し、生 学的基礎的 と 理的 力を ために大 が る ２

年 で 「生 基礎」の学 を 、 生 の 業を展開した 学 する を 理する とで「生

基礎」と「生 」との 連 を り深 理 し、 業に む とがで た カリキュラムで 教科書の

が大 に増加した の で、 業 教科書を進める とが 先と り、 と をする とが

で た し し、 進度の流 し が 、で る け の 間を設ける に け

る ３年 の後 の問 にお 、事 を 的に るために 方を実 で た  
（ ） 年度へ向け の課  

１年生で 鶴南ゼミ（基礎ゼミ）の と 連 、「生 基礎」に する実験や を 的に と

がで たが、２年生 の「生 」で 間が 、 とがで た実験や が し た

業展開の流 を 築する中で、 ・実験 画的に が た のために、中学の生 分野

の と「生 基礎」、「生 基礎」と「生 」の がりを り充実 、カリキュラムの効 化と 業

の で実験・ の 間を に で る に める  
 

 

（１）目  
「基礎を した科目」と「基礎を 科目」の にと 、発展的 や 的 ・実験

を十分に 、発 活動を 的に取り入 、ＩＣＴ機器を効果的に活用し、 統的に学 する とで、

高度 研究や探究活動の 地と る を 、科学技術の進展に する ・ や を活

用する能力 を育成する  
（２）  

で「基礎を した科目」と「基礎を 科目」の学 を進め 、地学的 を り深 理

し る とがで る に る たＩＣＴの活用に り、目で る とが や地 を

り 実的に る とがで る に る  
（３）実 と成果 

 生徒と 数 
２年生  全員２ 、地学 者２  
３年生  地学 者２ 、生 者１  
  
２年生の 全員が「地学基礎」を 年学 に加 地学 者 の 年開 の 2 で学 「地

学基礎」に する「地学」の を学 する ２年 めに「 体地 と の 動」、 で「 り

る地 」、「大 と海 」の で学 とに り地 に する を深める で 3 年 に「 の 成」

を学 とで地 を取り に大 に し の し を 、 後に「 との共生」を学

とに 地 と の りに 理 を深める 教材 教科書「地学基礎」と「地学」を用

る た、 業プリントや図 、問 等で補充を  
学 に た 、大 実験 が の や 山 等の地学 や の地 の 、

で る 体 、実際に る とが 事 に 、スラ を用 た画 の や

動画 を 的に活用し 進める た、生徒 が する機会を設ける 、生徒の に

・事 に し 、教科書を にグ ープ での を る  
 評価の  
部分的 の理 に し テスト、課 テスト、 の 等で、全体的 理 セン ー 験

の 的に評価した ・ にお 業 度や実験の取り組 、 験へ向けた学 の

取り組 で 的に評価した  
 の検証 

で「基礎を した科目」と「基礎を 科目」の にと 学 を進める に し 、

15



やテストの 、セン ー 験の 果等 、効果が ると め る成果 た

等 地学 者の方が が高 る 向 たが、 間数が で る とを し

が 良 と る ＩＣＴの 用に 的に 、生徒の 業中の 一 の成果

り、実証 たと る  
（ ） 年度へ向け の課  

地学 者の２ の 方に し の 地が る に「地学」の を取り けで

の生徒に ー が高 科学とし の深 を する とが理科の一 の目的で ると るが、

に 科学と社会の がりを る と 、 社会で 課 で ると る の で

、 教育や 教育を 、 ・ 的 地 科学を る 、教科

的 教育が と ると る 地学の分野で 「 との共生」が に 分野と るが、 験

を すると し が りが 部分で る 年度 者の２ を の分野に

とス トラ トを当 、 の生徒に 科学を「 で る」と る とがで る 業

を展開した た、 年度グ ープ活動を教科の で取り入 たが、 で るの 間が

る上に で た 年度 、 と り教科書が た後、 や の分野に める でのグ

ープ学 を とで、基礎 の と 用的 の 的理 、分野 的 理 に け

と る  
ＩＣＴ活用に し 、大 のスクリーンを導入する とで教室全体に画 を やす する と、教科書や

図 の ジ に り、 の学 を やす する と を る  
 

 の  

   
 

      

    
の  

 
  

 

（１）目  
２年 の「鶴南ゼミ（探究）」での探究活動に がる に基礎的 実験 法、 ー 理、情報検 、

プ ゼンの 法、 ートの とめ方等の を に けるとと に生徒 のコミュニケ ションを し

た課 に取り組 る  
（２）  

 で理科の （ 理、化学、生 、地学）

の基礎的 実験 の 法の学 、英語を用 た発

の基本を学 とで を科学的、 理的に

する能力の向上や科学英語の学 に する

が向上する 英語、数学２ にお テ

ー 設 発 での探究活動を体験する と

でプ ゼンの 法や ートの とめ方を に

ける 社会科分野で 度 地 社会が

る問 に の を し を深め

とが る ート活動を し 事をし

りと理 した上で、 理的 、 的 を

し、 と する力を に ける  
 情報機器の活用方法や効 的 情報検 の方法の

に り、 広 探究活動を展開し とが

る  
 年間を た、 統 た取組を ２年 の探究活動のテー 設 や活動に、 り する と

が る  
（３）実 と成果 

 学 画 
ア 科目  「鶴南ゼミ（基礎）」（１学年全生徒 ） 

   数 １ （ 校 ） 

   ・  

各科目３コ 教科 ート コ ２ コ の で  

の り 

【 の様子】 
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 評価の  
各科目で 成し た「 ・ ・ 度」「 ・ ・ ・技能」「 ・理 」の３ に す

る活動 に した評価項目に り評価を  
 の検証 
各分野にお 、『（２） 』を実 するためにテー を設 した 各担当者 、「生徒が課外の 間

的に活動した」「 ラ テ に 法を生徒が た」「 的 野、 が 成で た」

と た報 を けた  
ートに 全体でやり方を学 上で実際に を た 各クラスでの 、クラス ー

ムに るトーナ ントを 、鶴南ゼミ全体発 会で １ ２学年、 校生等の で に 年

度 、 ートを 的・ 的 や 理的 力、 力を とがで た ２ 
ームに る ので たが、クラスでの を るに 、 ・ と に ラ シュア プ

した ートと た 英語ゼミで 、「鶴 の 力を外国の にプ ゼンする」と テー で

各クラスを１ のグ ープに分け、 する とを１ め、 の 力、課 、 法を め プ ゼンし

た プ ゼンの基礎指導 、英語ゼミ けで プ

ゼンを る活動での ラ シュア プが

た 数学ゼミで 、 年 が増し る統 学を

、 事 を統 的に る目を た  
理科（ 理・化学・生 ・地学）ゼミで 、 の

分野での実験・ を し、 的 の一端に 、

し ・ 果への進め方、研究の 方と ー

の 理方法を学 に生 のミクロ や地学

の クロ スケー に 生徒の の を た

が る  
基礎ゼミでの の生徒のプ ゼン、２年生のゼミ探究で

の発 に参加する とで、 （ の の 方へ

の共 や する ）に 良 が る  

 科目  

１ 理 
有効数 の 方と実験等における数 の取り を学  

ーを用 度 器を 方法を探り、 数 の 理における有効数 の を学  
果と理 との の原 を探る  

２ 化学 
２年生 のＳＳ化学、鶴南ゼミの学 ・実験 画・ ートの 成等に がる に、 の に 学 る  

・中学で学 した化学分野の や器 の 用法に を とと に、 実験を 高校化学の導入を  

・ 実験 、 を し 、 の 果に たの を を 、 を めるための実験 画を 成

、 果を し が 進める研究の 法を に け る  

３ 生  

の とを主 目的とし、２年生での探究活動の際にスムー に実験を とがで る にする  
・ 鏡でミクロの を 、 で が 発 の中 、 事 に する ・ を す  
・基礎的 実験を し 、スケ の 法や ートの とめ方を学 、実験の 果 の事 に で る

力を  
・ ンプ ートの でを実際にや る とで、研究活動における一連の流 を 験する  

 地学 
・ ラトステ スが た地 の大 の 法を学 、 方法を用 地 の大 の を とで、地 のスケ

ー を実 するとと に、 夫 で する とが し スケー の のを 能で る とを体験 る  

・グーグ アースとグーグ スカ を 地 のスケー を体験し、 し を に けるための 地を る  

 

ト 

ートを 、 る で と る「 力」「 力」の育成をめ す 体的 目 とし の

で る  

① の主 を 理的に 成する 理的 力を  

② 情報や を 、 理し、 的に分 する力を  

③ の主 を的 に する とがで る  

④ の主 を に理 し とがで る  

⑤ 社会問 に し ・ を深める  

 数学 

２年生で 探究活動の導入とし 、 
① の りに る数学 
② 社会生活と数学 
③ 数学の発展と 間の活動 

の テー を１ で、 のテー に 基礎 の と 、発 を 、テー 設 発 での探究活

動の流 を 験 る  
評価・指導者評価を とに 評価 、２年 の取り組 に がる にする  

 英語 ２年生での「 研修」、「鶴南ゼミ発 会」でのプ ゼンテーションを り効果的に ための基礎力（テー 設 力、リ

ー 力、分 力、英語での発 力、 に する 力）を に ける  

【ディベートの様子】 
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ゼミ活動で が、情報の 間に たプ ゼンで

の成果が に 、活発 が た

た、２年生の全体発 会で １年生の 的 問が

、プ ゼンや ートの指導を 「 問

力」が る  
（ ） 年度へ向け の課  
・各教科のゼミの がクラスに ため

事項を用 研究で るクラスと で クラス

が し 地学ゼミ に るた

め、 で る 証が のために、

取り組 や に が し と るため、評

価に が にし け  
・ 間が３ 間と とで、 間 を する が

た 基礎ゼミで るため り深 を

と し が、 で や に

し 深 に 入 け 局

る の を とが と る  
 

 

（１）目  
分の の る分野で テー を設 し、探

究し とで、主体的に学 に取り組む を育

成するとと に学問の し や 深 に る

た、発 会に る部分で 研究 を ス ーに

とめる ート 成能力、お 大 の の で発

するプ ゼンテーション能力の育成を図る

の活動を 進路 実 への を高める  
（２）  

 １ のテー を深 探究する課 研究を し 、

画・実験 画の 方、 ・実験の進め方、

果の 理方法や とめ方に する能力が高 る  
 ・実験 果を発 、 学する とを し 、プ

ゼンテーション能力とと に の研究の や

法に する能力や 力が高 る  
 各 取組を し 生徒の科学リテラシーと課 能力を 長する とがで る  

（３）実 と成果 

 学 画 

ア 科目  「鶴南ゼミ（探究）」（２学年全生徒 ） 

 数 １  

  

生徒 １年 の３ に、ゼミ担当者の 明を 、 し研究するゼミを する  
本校各教科教員が中 と り、各ゼミを 成する 各ゼミ 、 当 にグ ープ た の探究テー

を設 する したグ ープ・ 探究活動を開 する の探究活動や を とめた のを、

１ の中間発 会で ス ー発 する に中間発 会を とに たグ ープが１１ の海外研

修（ 国高 中学）で発 し、研究交流する の際、英語です プ ゼンテーションする

２ の全体発 会で 、中間発 会の のを改善・深化 、 ス ー た プ ゼンテーション

トを用 た発 を  
 評価の  

ア 発 ス ー・ の  

・活動 を に に りやす 、 を とめ、発 ス ー 成で た  

 発  

・探究活動の成果と実 の を 統 とめ、 が理 しやす に発 で た  

 ・ ・ 度 

・ 分た の ・テー に し 、探究活動の を 理 し ・実験し、 的に取り組  

  
  1 組 2 組 3 組 4 組 5 組 

1 4/16 ＳＳＨ・鶴南ゼミ ダンス（鶴 会 ） 

2 4/23 英語 化学 生  地学 数学 

3 5/7 英語 化学 生  地学 数学 

4 5/14 英語 化学 生  地学 数学 

5 5/28 理 英語 化学 生  地学 

6 6/4 理 英語 化学 生  地学 
 

6/20 鶴 キャリアプログラム（１・３年生） 

7 6/25 理 英語 化学 生  地学 

8 7/9 数学 理 英語 化学 生  

9 7/23 数学 理 英語 化学 生  

10 8/27 数学 理 英語 化学 生  

11 9/3 地学 数学 理 英語 化学 

12 9/10 地学 数学 理 英語 化学 

13 9/17 地学 数学 理 英語 化学 

14 9/24 生  地学 数学 理 英語 

15 10/10 鶴南ゼミ中間発 会 

16 10/15 生  地学 数学 理 英語 

17 10/31 ２年ゼミ海外研修発 リ ー の 学 

18 11/5 生  地学 数学 理 英語 

19 11/12 化学 生  地学 数学 理 

20 11/19 化学 生  地学 数学 理 

21 12/3 化学 生  地学 数学 理 

22 12/10 ート 

23 12/17 ート 
ト 
 
 
 

24 1/7 ート 
ト 
 
 
 

25 1/14 ート 
ト 
 
 
 

26 1/21 ート 

27 1/28 ート 

28 2/6 鶴南ゼミ全体発 会 

29 2/18 年度鶴南ゼミにむけた ダンス 
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た、 の発 者の発 を真 に 、理 ・ する とがで た  
の項目に 取組 、 評価 、 ート等を 的に し、 の取り組 と実 ・成

果・ とめに し 、担当教員が評価する  
 の検証 

・ に 、指導者の助 を け が 、 画・実験 画の 方、 ・実験の進め方、 果

の 理方法や とめ方の能力が高 た 年度 年ゼミ活動を た３年生 り 年の や進める

に た のア スを とがで 、各 が しを ゼミ活動を進める とがで た

 

・ に 、探究活動の発 を 力やプ ゼンテーション能力が高 た生徒が た

た、中間発 の を活 し全体発 に めた発 た  

・ に 、 の生徒が取り組 探究活動の発 を 験を 、課 への 法や

を 目、 り良 発 へのア スをお る と 学 事がで た  
（ ） 年度へ向け の課  
 ・評価方法の研究（アンケート・ ー の取り方、活用の 方の研究）  
 ・先 研究 の  
 ・上学年 の継 （ 年度の に 継 会の実施）  
・本校の ゼミや 高校との連携 地 の方を 発 会の り方の検  

 

 

（１）目  
１、２年 の探究活動に 育 た 事を探究し で教科の学 や進路実 の取組に向 、

グ ープ活動等を り深 を目指し、共 やプ ゼンテーション能力の 長を図る  
（２）  

 発展的 問 や課 をグ ープで学 発 する活動を 、コミュニケーション能力や 力、 力、

課 能力が高 る  
 １ ２年 に探究した を進路実 に るための研究を とで進路 が高 り、 果とし

進路実 を図る とがで る  
（３）実 と成果 

 学 画 

ア 科目  的 学 の 間「鶴南ゼミ（発展）」（３学年全生徒 ） 

     数 １  

       ゼミ ダンス ゼミの ゼミ の探究活動 

      
ゼミ  

国
語 

上 国語 入 問 事の本 へ る  

国語 ・ グ ープ学 の で の をする テー で小 を書 グ ープで

評価、ア スをする  

数
学 

数学  グ ープ学 の で進める 数学 分野の問 に し グ ープ で し が 理 を深化

た をプ ゼンテーションし、 交 の 全体で 方を共有する  

数学 Ａ Ｂ 
グ ープ学 の で進める 数学 Ａ・ Ｂ分野の問 に し グ ープ で し が 理

を深化 た、 をプ ゼンテーションし、 交 の 全体で 方を共有

する  

英
語 英語①② 

度 クラスに分 、グ ープで Opinion Writing, Story Making, Translation を た （

を が る セージを し、グ ープで を とめ 発 する、

の活動） た し を し 方法を学 とと に 的 方を に

けた  

学問研究 

・ 分 をし、 の学部・学科研究と を実 で る大学を研究・ する に

た 理 書 成の研究や 問研究、 法研究をし、進路実 を目指す  
・ 学部・学科で学 分野に 英語の を 、グ ープで のの を発 し

に し た  
   b 評価の  

ア ・ ・ 度 

・各活動の を 理 し 的に取り組 で る での の が の の

や発 を し、 交 で る  

     発  
      ・ 分の での の を、 の に理 で る に発 で た た、 問や に し  
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で た  
 の検証 

   ア 共 するテー を 者での学 活動で る

、グ ープ で教 、 し ・

がで がり、 問や 交 するコミュニケ

ーション能力や 力の向上に が たと

る  
 の の や発 を とで ・ する

けで 、 る 方を理 で る 力や

課 に 用する能力 高 たと る  
 にで るが、Ｈ や 業の 子、 での

生徒との 、進路 や学 ・目的、学

と・理 する とへの し ・ が向上し

たと る  
（ ） 年度へ向け の課  

ア ゼミに向 改 し が と取り組 が活発化し が、 画的に、

り実 に けるために 画を修 が 、 発的に動 に 的に取り組 け

 
   た に た 体的 目 設 と、目 達成のための課 開発、 が で る のた

めの指導法 年（ 後 ）、研究・実 し け  
 

 の  

（１）目  
先端企業や研究機 を めとし、 施設が する鶴 の ンス ーク と本校の探究活動

「鶴南ゼミ」の に る た 地方創生 の を 、地 や 本の る課 や問 を発 し

する 『地方創生』に する ーションシステムの 築 を担 『 』の育成を目指す の取組を

本校が中 と り の高校と した活動に発展 、 後 年 画で 体に『地 活 プラン』『地

方創生プラン』を する力を に け る  
（２）  

 地 活 化に 探究活動を進め とで地方 の る 課 を 分 のテー とし

と 、大 で 事に する を に ける とがで る  
 ンス ークや ン ャー企業、先端研究機 等と連携した探究活動に取り組む とで科学に

する探究 を高める とがで るとと にアント プ ナーシ プが 成 る  
（３）実 と成果 

 実  
  Ａ 「鶴 改 画 が た 」 
   鶴 が地 の の と る とを目的とし 、

２３ に鶴 リカ広 に 年に 続 「 ２

鶴お 子 り」を開 した 年度 地 活 化ゼミ の

１ の生徒で実 委員会を組 し 鶴 組

と鶴 課 に 力を た 、

を た た、石 動 会社 取 社長

石 大 と 会社 work life shift 藤 子 に

ア スを た が 進め た 地元高校生と鶴

の 子 を めとし、 の地元 体の方

、 等 で 力を た 、当 のお

で を や にする とがで た し 、鶴お 子

り後 １ が のグ ープに分 各 活動を

た テー の り  
    ①ス が地 活 化に がる ント  
    ② め け す 
    ③ 改 画 ーム す  
    ④ 高校生全員  
    ⑤鶴 改 画 が た 続 

様子】 

【 子 の 】 
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の取組 する各方 の

方 の 力を プランの や

企画の実施をし が 探究活動をす

る とがで た  
  Ｂ 「科学の子 science with you 」 
   鶴 に増 た 研究施

設に地元の子 た が

るために 子 た が科学に

を とが大事 と とを

テー とし 探究活動を た

年間３ の科学実験教室を企画、運営

し、アンケートで 者の 等を

した  
  Ｃ 「 の 者 を するために」 
   地方の 者 口が増加し ると 事を けにし 、 を に 、 にし

口 を める をテー とし 探究活動を た 活動に た ン

会社の 本 ア スを た が 進め た  
  評価の  
   ・地 の る問 を 分 の問 とし る とがで た  
   ・探究活動を進めるに た 機 と に連携する とがで た  
   ・ し とに し を を り す とがで た  
  の検証 
  各活動が の で地 活 化を目指す のとし 実施 、一 一 の生徒が地 の課 を 分の

問 とし る とがで た た、地 活 化ゼミの の活動 地 の大 と る とがで た

ーシャ スキ や ナーを に けたり、地 を る大 の を とがで る と 生徒

にと に実の る 験と る の と 、 の 当 高 と る  
（ ） 年度へ向け の課  
  地 活 化のための 体的 テー る 度 り る た、 年度 地 活 化ゼミのグ ープ

が「 Yamagata る と探究コンテスト」で 賞を 賞し、 地 活 化ゼミ設 め

で り、 分た の活動を広 発信すると で 大 を 事と た 後 での

活動をし りと 継 、 等 活 し が 、生徒のア アに る のアプロー を上 し

活動が る た、活動を り良 のとするために、地 の大 と 際に 分

の をし りと た上で向 とが と る  
 

 の の  

（１）目  
研究成果の国 学会での発 、 た、海外研究機 での発 野に入 が 、 で 的に発

信し 活動を し 、生徒の主体 の向上を図る た、 分達が地 の理数教育のリーダーと り、

野を拡大・発展 る 成果の に取り組む体 を 築する  
（２）  

 各 発 会で研究成果の発 を 機会を 験する とに り、プ ゼンテーション能力やコミュニ

ケーション能力の向上、研究の の向上を図る とがで る  
 大学等の高等教育機 との連携に り恵 た の で活動を進め とで、 験を 、

科学に する を り深 のとする とがで る  
（３）実 と成果 

年度 科学部の部員数にお ３年生が 、２年生が２ 、１年生が１ と ２３ と 年 上に、

科学部の活 化が数 とし る ３年生の齋藤美 と田中 真が全国 化 佐 大会に参加、

地学部 で発 を た た、２年生の と２年生の 田 が に た 本 学会

大会に参加し ス ー発 を た １２ の探究 課 研究発 会で 高 連科学 部 理部 にお

賞を 賞し、 年度の全国 化 高 大会への を 理部 で する とがで た 高

連科学 部地学部 にお 良賞を 賞で た で全国 化 の が１ 年連続と り、

科学部 が全国 化 に設 年参加し る とに る た、 年度 大

学先端生 科学研究 研究生の２年生の 野 が 本 学会学術 会で ス ー発 し、大 活

を た  

【 子 の 】 
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鶴南ゼミにお 外部研究機 ・教育機 と連携をし る部分 生徒数 テー 数１３で る  

  大学先端生 科学研究  １テー  
「 効果を有する 方 の探 」 

本 学会学術 会、 ミ トで発  
鶴 業高等 学校 テー  
「動 の への 用 」 
 → 田 高校課 研究中間発 会、山 探究 学 課 研究発 会で発  
「 ミ テ クスに基 たス ケース ver. リ 」 
 → 地 ンスコミュニテ 研究校発 会で発  
「 す る トラ アング 」 
「運動方 と数 を用 た ー の運動の 」 

 山 験  １テー  
  「 る での部 の『 』の 化に 」 
   →加 高校課 研究発 会、山 探究 学 課 研究発 会で発  

山 大学 学部 テー  
「 、 ト トの へ ト トの と クロクラ キングに 」 
 山 探究 学 課 研究発 会で発  
「 と の 」 
 → 田 高校課 研究中間発 会、 地 ンスコミュニテ 研究校発 会で発  
「Oryze, be ambitious」 
 → 地 ンスコミュニテ 研究校発 会で発  
「 が効 の に 」 
→ 学 高校「 創 プロジェクト」中間発 会、山 探究 学 課 研究発 会で発  

「高 の を りた 」 
「美し や を 」 

科大学 １テー  
    「小 の の 」 
（ ） 年度へ向け の課  

科学部 部員数、全国 の大会での発 数、大学等との連携研究数 良 を で るが、入賞

数で ると、山 の探究 課 研究発 会科学 部 理部 賞と 地学部 が 良賞、 本

学生科学賞山 大会 賞に る で る 全国での 賞 成２３年全国 化 山大

会 化 長 賞、 成２ 年全国 化 長 大会 賞、 成２ 年 本学生科学賞 理 学 賞

ので、 年度 全国 での活 を目指し を進め た、全国 化 へ

【 の の 】 【 の の様子】 
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の が１ 年連続と る 年度 を め 、１１年連続 と に向け た

と る  
た、鶴南ゼミにおける高等教育機 と連携し る生徒達 先し 外部発 会等に し、発 し お

り、本校の探究活動の と る 続 高等教育機 との連携を 化し た  
 

 ト の の の  

（１）目  
国際科学技術コンテストや科学の 子 への参加生徒を増加 、上 入賞に がる取組 を拡大する

に上 入賞に がる に学 会等の を充実 る  
（２）  

 国際科学技術コンテスト等への参加に向けた生徒の活動を 、科学リテラシーとコミュニケーション

能力を向上 る とがで る  
（３）実 と成果 

・ 成３１年度 本 学会 大会高校生 ス ー発  参加、発  
・ジュニア 化学会２ １  ２ 参加、発  
・化学グランプリ 参加 
・全国高等学校 化  参加、発  
・ ミ ト in 鶴  ２ 参加、発  
 成果発 部  鶴 長賞 ２年 野 、 画発 部  員 賞 ３年 石川  
・全国ＳＳＨ生徒研究発 会 ３ 参加、発  
・数学 子  参加 
・ 本 学会高校生 ス ー発  ２ 参加、発  
・ 本 学会学術 会 ２年 野 参加、発  
・科学の 子 山 大会 ２ ーム（１ ）参加 
Ａ ーム（２年生主体） ３ 、Ｂ ーム（１年生主体） リケジョ 賞を 賞 

 ・山 高等学校英語 大会 １ 参加 
・山 高校生英語 ート大会 ２ ーム（１２ ）参加 
・ 本学生科学賞山 大会 １ 参加 

賞、 高等学校長会長賞、 高等学校 化連 会長賞 ２年  
・海の アカ ミ クコンテスト２ １ 全国大会 ２ 参加、発  

リンス ー賞（ 賞） ２年 小 、  
 ・ Yamagata る と探究コンテスト 参加、発  
  る と探究大賞（ 賞） ２年 藤 、五十嵐 、 野 、本間 、佐藤 子 
・ １ 科学地理 リンピ ク 本 １ 国際地理 リンピ ク 大会山  

１ １ 参加、 ダ  ２年  一 ２  ２年 、 田  

・数学 リンピ ク 参加 
・山 探究 学 課 研究発 会 

３ 参加、発 、科学 部の部 
 理分野 賞 ２年  １年 五十嵐  佐藤  海 石川  田  
 地学分野 良賞 ２年 田  １年 野  佐藤  三浦  川村  

・ 地 ンスコミュニテ 研究発 会 １ 参加、発  
（ ） 年度へ向け の課  
 ・地 活 化ゼミのグ ープが Yamagata る と探究コンテストで 賞 賞と た と 地 活

化ゼミ設 め で り、 分た の活動を広 発信する で 後 的に外部のコンテスト

や発 会に とが る  
・「科学の 子 」全国大会への に向け 、 を に充実 る が る 験を １年生

の活 を 年度 した  
・学会等での発 数やコンテストへの参加数 増加し るので、 る充実を図 ける し

た  
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 ー ー の の

 

の の の の の

ー ー ー

の の の ー

 

 ー の  

（１）目  
ー で 、Ｓ Ｓが発達した社会を り良 のとするため、情報 ラ を り、端

機器を活用し 課 の情報 と加 ・発信を 、 本語と英語でのプ ゼンテーションに り

用能力が高 る 力の育成と活用能力の向上を目指す  

ー で 、科学分野の発展の を学 し、基礎研究の を理 し 用研究の 用

を創 ・創 する取組の中で、科学的 に基 ー の分 や検証、 がで る能力を た

めのカリキュラム開発、教材開発を進める に の に る「 」に 、 と の

理 の社会を科学的に する能力の向上を目指し、 的に取り組む  
（２）  

 業実 に り情報の 、 理に の能力が高 る の際、 ン ー ト を 用する

の ナーや ト上の に する と 度を育む とがで る  
 業実 に り た情報を ー ントや ー に に とめ、効果的に る力を高める

とがで る  
 ー 賞 賞者や大学教 の を する とで科学や に する を向上 る とが

で る  
（３）実 と成果 

 学 画 
ア 科目  情報・科学コンピテンシー 

 数 ２  

   、 学 、発 、 の  

 テー と  

、 学 、発  
・「 」の 成・発 ・ 評価 

・・・・ ー ントの基本 と技術 
・情報セキュリテ ーと ケ トに  

・・・・ 学と ン ー ト 
・情報に する （ ）に ・・・・・・・・ 学と ン ー ト 
・「 ー 」に る 書 成・・・・・・・・・ ー の基本  
・アカ ミ クスキ ア プ①「 業」と「大学・学部・学科」 ・・・検  
・アカ ミ クスキ ア プ②「 と 」の 学 ・発 ・ 評価・・・「 」 
・アカ ミ クスキ ア プ③ ス ー化・・・ のスラ １ の ス ーを 成する  
・アカ ミ クスキ ア プ④英語 ス ー 成・・・ の ス ーを英語で 成する  
・「 クセ 」に る 理①（ 数を 用した ー 理と 数の 数を組 た ー 分 ） 
・「 クセ 」に る 理②（グラ 成）・・・・・・ や 務 の ー 参  
・ケースス  情報 ラ  の ・・・・・・・・ 学（ の事 り） 
・３年生 ス ー ・・・ 会に １年生が セージを３年 に  
・ ート リ 成・・・１年間の高校生活を り り、 分の取り組 を とめる  
・情報社会探究・・・ニュースや 事に 、 ス ーを 成しグ ープ で発 する  

会  
（３ ３ ） 

『2019 年 6 18 山 の地 本 の大地 たの し し る 』 

鶴 業高等 学校   教  

 用教材 
ア 教科書「 る社会と情報」（ 本 教 ） 

 副教材①「ケースス Ver12 情報 ラ 」（ 一学 社） 
 副教材②「情報の ート」（ 本 教 ） 
 に するプリント（ に ） 

【 ー の様子】 

24



 評価の方法と  
 

ア ・ ・ 度 業に する取り組 を 教室の ナーと評価する 
 科学的    発 に を 、科学的 検証の を理 る  
 語活動と技能  課 の やスラ ・ ス ーを に分 りやす 加 する 
 理      ー ーテストに る の  

評価方法 
ア 評価 学 のプ ゼン と発 に し 評価を 後に活 す 

 評価 発 者のプ ゼンを 、発 やスラ の良 を評価する 
 教 に る 評価 科会 の中で評価 を明 にし、クラスに る りを す 
 コン入力 果を 一基 での に り 理 度を る 
 者への （ 間 や技術 ）をする とで 修と を ート 

 の検証 
・ に 情報の 、 理に の能力を高める とに 、アプリケーション トの 技

能を高める とがで た た、 た 問が生 たと ン ー トを活用し 、 に課 を

する とがで た に 情報の流 に に るとと に ト上の ケ トや ナーに

する を高め、情報社会の中で法 との りの中で生 る 実を理 する とがで た  

・ に た情報を ー ントに に とめる とに 、効果的に 分の を に

る力が高 た プ ゼンテーション アニ ーション効果を したスラ を 成し 発

ス ーセ ションの発 のために ス ーを し を とめ をする 験を む とで り効

果的 アピー がで る に た た の発 に 向 に 度が育 、 の共有が図

、 問を た の で するために 的に 問をし をする生徒 た  

・ に 鶴 業高等 学校  教 り２ １ 年 に た 地方での大 地

に を た た 後 度の地 が る 能 に 学 、 に

の理 を深めた  

（ ） 年度へ向け の課  
「情報コンピテンシー」で 情報が する の社会で生 ために、情報 ラ を り、端 機器

を活用し 課 のための情報 と加 ・発信がで る 能力が高 る 「 力の育成と

活用能力の向上」を目指し、 を やる とので る生徒を育成した た のＳ Ｓへの

動画 の 発に 、 の 動を問 し にし た  
「科学コンピテンシー」で 科学分野の発展の を学 し、基礎研究の を理 すると共に 用研究

の 用 を ・創 で る取組の中で、科学的 に基 ー の分 や検証、 がで る能力

を た た、 と の 理 の社会を科学的に する能力を高め 、 の と社

会を る とがで る 間を育成した  
 

 ー の  

（１）目  
教員 の各教科 業 でのＩＣＴの効果的 活用方法の開発と実 、 た、情報機器を活用した り効果的

理数教育の研究開発、生徒 の発 活動や探究活動「鶴南ゼミ（基礎）」「鶴南ゼミ（探究）」におけるプ

ゼンテーション活動の充実を図る の取り組 を 、生徒全員がＩＣＴ技術を一 り し、

の活用に る とで、高度 プ ゼン力やコミュニケーション力を し、 の が一 高め

、国 外に発信し交流を広 ための の高 コミュニケーション能力を に けた『 』の育

成に る とを目指す  
（２）  

 教員がＩＣＴを効果的に活用する とで生徒の理 が深 るとと に、 業 での 間 分の効 化に

り、 め や 指導に とがで る  
 探究活動に情報機器を活用する とで生徒の機器の活用能力の向上、プ ゼンテーション能力を むコミ

ュニケーション能力の向上を図る とがで る  
 情報機器を ・分 に活用する とで生徒の探究活動の や の向上、科学に する探究 を高める

とがで る  
（３）実 と成果 

 各教科の 業にお ＩＣＴ機器を活用する とで、事 を 的に 、理 を深める とがで

る た、教員が学 を Ｃのプ ゼンテーション機能を用 スクリーンに し、 明する と

に 、 明 間が る を る とが た の分、生徒が主体と 取り組む 間や
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探究する 間が た と 、 間指導を に 、 め や 指導する と で た

に、教員 けで 、生徒一 とりが ト端 を 用する 業 実 、ＩＣＴ機器を用

る とが、学 を拡大深化 る一助と る  
   の 業の中で 、生徒が ートやプリントに書 た を書画カ ラ・ ト端 のカ ラ機能

を活用しスクリーンや大 テ に し し、生徒 が 分の で 明する 取り組 が

る に、探究活動「鶴南ゼミ」で 、情報機器が先 研究の や ス ー 成、実験 ー の統

分 、１年 の ートのテー に の 学 に有効に る に、２年 の

ス ーセ ションにお 、 ス ー・発 原 ・参 を し、 分達の研究が理 し

る に ト端 を用 動画を流す等の 夫が た 学校生活を し たプ

ゼンテーション能力を活 し、参加者 の 問への け で た  
 「鶴南ゼミ（探究）」で 、 ー に し 分 や 検 、情報機器 ・分 に

有効活用 る た、各 ・ の検 に た の とに り、 力の

る研究発 が た  
 （ ） 年度へ向け の課  
 ・ 室の ・ 子を 動 の に入 する とに り、 用方法の 夫を図りた  
・プロジェク ーを 設 し る教室を し、 り に Ｃや ト端 を用 た 業展開がで

る を した  
・ＩＣＴを活用する とで 的 理 を深める けで 、 明 間を し、グ ープ活動の 間や生徒

の発 間を する とで、コミュニケーション能力の 長を図りた  
 

 の の の  

（１）目  
の探究テー に 分野の や を英語で む とがで る 力を とと に、 力、

力の育成 図る た、海外の高校生との交流に 英語に るコミュニケーション能力を に け、

交流を し 国際的 野を に ける

（２）  
 英語 活動に り英語 用の 間を充実 る とで、 的 英語の能力が向上し、英語を

ー とし る力が に  
 の探究テー に する英語の を り、英語で とめたり、発 したりする とで、英語力と

と にプ ゼンテーション能力 向上 る とがで る  
 海外の高校生と実際に交流する とで英語の を り 実 する とがで る た、国や地 に

る 化や 方の に と に、 本に す機会と り、国際的 野が 成

る  
（３）実 と成果 

 入学 指導 画に 英語の 業を進め た 学 指導 の「 技能（五 ）の 語活動の

統 を り、発信力を向上 る と」を し、実際に英語を 用 る機会を 設 し る

、 学 指導 で る 発 と やりとり に する活動を、 業に取り入 指導し

た  
 体的 指導方法と生徒の活動  
 業の指 基本的に英語で  
 生徒が英語の五 の力を向上 る活動を 業に設 する （ ア ーク・グ ープ ークでの 交

・発 と 、 ー ンステストでのプ ゼンテーションや スピー 等 ） に

Fluency（ ・流 ） Accuracy（ ）への けを にし  
 業で Input Output への流 を する Output と 目的の に Input 活動をする を

た る  
 Input 理 へ、目的を た活動（ 、 、 ）、クラス ートの を 、 

に し 問し 、 を り 理 する （やりとり）を け る  
 Output を 先し る 、 り たりした のに 、 した

り を発信する機会を に る の小 発信活動を継続的に実 する  
 GTEC トー スコア （ 技能 Official）の  

１年１２  792.0  ２年１２  878.2 
 本校の探究活動「鶴南ゼミ」（１ ）の研究 を、 の 国高 中学で交流 に英語で る

と 野に入 取り組 ２学 の 業で 、２年生全員が 分の研究の を英語で 成し、2 学

の ー ンステストの中でプ ゼンテーションを た で発 する生徒に し 、ゼミ 
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担当教員の 力の 、Ａ Ｔや英語科教員が発 原 やスラ

の ェ ク、 方の指導をした 、本 のリ ー と

し 、 業で１・２年生に向け プ ゼンテーションを 、

１年生に し の けの一助と た  
  「鶴南ゼミ英語」の生徒 ２グ ープ（小学校での英語教育 、

国際 ）に分 活動を英語で た 教育 、

小学校で に英語での 業を実 し、 の成果と課 を発

に た 国際 、ＣＢＳ（Columbia Business School ）
主 のセミナーに参加し、参加者（大学生、社会 、カ ー

の 学生）と社会問 に の 交 や改善 に

英語で し をし、 、山 大学への ン シア の

学生と 英語での情報交 を実施した に、ゼミ全員で

１２ に「 ラ 」で地元の子 た を とし 、英語を とを しむ活動（英語の に た

ダンスや ーム等）を実施し、地元との がりを深めた  
 進路研修で交流し る 国高 中学の生徒３ と教員２ が １ に 校した の

校 成２ 年 ２度目で、 事等の企画運営 ２年生が た の高校生１ に し

２年生数 を り グ ープを り、英語に る交流や鶴 での を し １１ の進路

研修で 、 度 ２学年１ で 国高 中学を訪 、交流した 校

の を取り交 した た、英語に る研究発 で 、 間の の 、 の 間が取

たのが で たが、 の の で の生徒と英語でのやりとりが り、 信を けた生徒

た の交流を し 、 の国の 、 化への が深 り、 野が広がり、 国や地

元への 深 た  
 国高 中学での発 活動 
   元年１１  

訪問校 国高 中学 
全体 会、探究活動発 会、 アに る交流等 

用 語 英語 
での発 テー  

1, Making a Smartphone Case based on Biomimetics 
2, Growing Flowers using LED Light 
3, Paper Glider 
4, Long-time Seller SNACKS 
5, MESSAGE from TEZUKA OSAMU in BLACK JACK 
6, How to Jump Higher 

（ ） との交流に の 年度へ向けた課  
   年度 年に 英語科 外の先生が進路研修主担当と 全体の を進めた 、 国高 中学と

の交流 スムー に 、英語科が生徒の研究発 の指導に で た 後 に 分担や の

しをすると、 にスムー に のと る た、発 に 、 用で る の の 、

本数が たが、 年度 発 数や方法に （ ス ーセ ションを取り入 る ）、 の生

徒が主体的に参加で る に る 検 が で る 年度 校 携を交 した と り、

後の る活発 活動（共 テー での共 研究 情報 信機器等でのやり取り 発 、交 学生

等）を充実 る とが め る  
 

【 の の様子】 

【 様子】 

【 】 
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 の の  

の の

の の の の の

 

 の  

（１）目  
生 ・科学技術で た実 や技能を 地元 良企業を し、各企業の 明を とに 、地元

に し の りを とと に 分達 地元を る大 が る とを理 る 大学の先の社会

を る とで、 り 的に大学での学 に取り組 、 業後の社会への をスムー に実 で る

力を に け る た、 業の 明を とで 事業を り し、地 活 に で る の

育成を目指す  

（２）  
 地 で活 し る企業 体的 事の を し とに り の 事のやりが や を

しで 理 し、 分の 事に りを 取り組 、地 社会に で る を育成する

とがで る  
 のプログラムを し 、 に する展 を 、進路 や大学進学の動機 けとする とがで る  
 業の 明を 、アント プ ナーシ プの を理 する とがで る  

（３）実 と成果 
実施  

 元年 ２ （木） 
 １学年生徒２ １  ３学年生徒１  
 ① 全体 「地 活 化のために で 業する 」 

 科大学 地 営 営コース 清 教  
 会社 work life shift 藤 子  
 教 、アント プ ナー（ 業 ）の の 藤  

Ｉ ーンで鶴 に た理 、 た、 会社を 上 た 等に の  
② 企業 明会 

参加企業２ 社  各社１ １ 分 度 ３   一 の生徒 ３社の 明を ける  
上 の で実施する たが、 １ に発生した山 地 のために中 と た  

  の とし の事業が実施 た  
実施  

 ２年１ １ （木）１１: １２:  
 １学年生徒２  
 全体 「地 活 化のために で 業する 」 

 会社 work life shift 藤 子  
（ ） 年度へ向け の課  

年度 地 のために実施で たが 年度 り とで、地元企業に する生徒の理 を深

め 、 分 の の生 方に 生徒が る機会を る  
 

 の の の の  

（１）目  
一 体験入学で中学生を とした実験や体験 業の実施、探究活動の発 、 に小学校を訪問し、本校

生徒に る 業実 、 の に 小中学生や一 を とした ントへの参加等を 分達の取

組を深化発展 るとと に、本校での実 を広 、 し とを目指す た、 の学校と

の ト ークを本校が中 と 築し、生徒間の交流や 体験の充実、教員間の交流や、学校の

の共有を図る とで、地 全体の科学的 の 成を る  
（２）  

 探究活動にお 実 した を小中学生や一 を とし 発 する とに り、探究活動 の

深化発展を図る とがで る  
 探究活動にお 実 した を小中学生や一 を とし 発 する とに り、本校での実 を

地 に広 、 し とがで る  
 の学校との ト ークを にし、生徒間の交流や 体験の充実、教員間の交流や、学校の

の共有を図る とで、地 全体の科学的 の 成に とがで る  
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（３）実 と成果 
 実  
 の の の  

   田川地 の中学校長１ と高等学校長１ が一 に会する校長会 が本校を会 にし た

鶴南ゼミの 子の 学の後に本校のＳＳＨの取り組 の を た  
 の  

・本校教員に る体験 業（実験を む）の実施  
参加者に事 に を取り、１１のコースに分 実施した  

・本校生徒（地 活 化ゼミ テー 「 がおの を 」）に る体験 業の実施  
参加者に事 に を取り、１１のコースに分 実施した の１ のコース  
中学３年生３ への実験  

・参加者（ 者 む）全員を とし 、３年安野 、佐藤 美、佐藤 美、佐藤 の 、 原

（ 年度の鶴南ゼミ全体発 会ステージ発 グ ープ）に るステージ発 「 た を高校生

が 」の  
   ー ー ー  の  

ス ー発 「カ 大 を 分け 生理活 を する」 

発 者 ３年 、佐藤  ２年  

 の  

本校生徒３ （英語ゼミ テー 「Let's enjoy using English and get better!」）に る小学校での

業実  
鶴 三小学校に 、１ １ 、１１ ２ に実施した や 情、 を

テー にした英語 活動を実 し、実 の 、学年主任・担任・学 員と一 に英語教育や 業

に し 機会を設けた 問 的に 、 た の助 を る と で 、ゼミ活動に

大 効果が た  
 の の  

   ・本校生徒１ （英語ゼミ 、地 活 化ゼミ ２ ）が１２ １ に鶴 キ ーム

ラ で小学生 にスラ ム り体験、クリス スをテー とした英語活動を た  
   ・本校生徒 （地 活 化ゼミ ）が１ １ に鶴 キ ーム ラ での「科学 ーク

ショ プ」にお 、小学生 に ス ムロケ ト を た  
   ト  の

 

    発 者 が ス ー発 を た  
    「 が効 の に 」 
    「Ｃ に るミ ククラ ンを目指し 」 
    の２テー を 展した  
    の  

    発 者 が ス ー発 を た  
    「動 の 口 への 用 」 
    「 と の 」 
    「 主 者 大 数の 大 」 
    の３テー を 展した  

【 の の様子】 【 ー の の様子】 

29



    の  

    発 者２ （２年生徒３３ 、科学部生徒１１ ）、発 者の に１年生３１ （理数科進学 者）

が参加した  

    科学 部の部・・・・・・・・・・２テー 展 

    一 の部、 ャ ンジ発 の部・・・各 テー 展 

     の 科学 部の部で の賞を 賞した  

        の の   

   

        の  

          

    の  

    本校生徒 （化学Ａゼミ テー 「 る での部 の『 』の 化に 」）が

ス ー発 を た  

   ィ  の 

 

    発 者１３ が参加した  

    口 発 「Dear リゼ る 、 」 
    ス ー発 「 ミ テ クスに基 たス ケース ver. リ 」 
    ス ー発 「# と の 」 

    上３テー を 展した  

 評価の  

ア ・ ・ 度 

・各活動の を 理 し 的に取り組 で る  
・連携と発信を し 主体的に取り組 で る  

     発  

      ・ 分達の取り組 を、 に 理 で る に発 で た  
   ・活動の と る に た をし とし た  

 の検証 
  ア に  
    の活動にお と る に た 、 明方法を に し、進め とがで た  
    た、 やりとりを し、 が る とに が 数 た の と

当 が高 と る  
   に  
    の取組にお 、 分達の取り組 で る研究 を ために 的に発 し

る 子が た 年度 小学校での 業実 にと たが、 分達の探究活動の一 とし

る と 分達の探究活動を地元小中学校に 、 すると り、大 を

取組で る とを実 し る の と 当 が高 と る  
   に  
    の全国のＳＳＨ校との交流、１２ の山 各校との交流、１ の 地 ＳＳＨ校との交流

に加 、 年度 山 学 高等学校、山 田 高等学校、山 加 高等学校

で発 交流を た た に上 外に ２ の鶴南ゼミ全体発 会に 山 加 高

等学校、山 業高等学校、山 田 高等学校、山 田 高等学校、 田南高

等学校、山 学 高等学校の 校 発 に参加 た る（１ の地 の

で体育 が たため、 校の参加を した） 高校と交流を とで し 価

や に が とがで 、お にと 大 有 機会と た の と

当 が高 と る  
（ ） 年度へ向け の課  
  本校 年度に の山 鶴 高等学校と統 し中高一 校が設 る方向と る

の とを 、 を 年度の課 とした  
 ① 小中学校への発信 
  鶴南ゼミの活動の一 とし 小学校で 業実 をする、小学生 に実験や英語活動を と ケースが

年 で た 分達の探究活動の一 とし る と 分達の探究活動を地元の

小学生に 、 すると り、中高一 校が設 る と し が 、 後と 的に

の取組を進め た た、中学生に し の一 体験入学の に参加者全体にステージ発  
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を実際に た たり、生徒に る体験 業を実施したりし 、本校の実 の 子を た

とがで た し で るが、中学生に し 本校の活動を 、 で ると る一方で、

小学生 にした の り機会が ので、 年度 続 中学生への発信の部分を し

が ると る  
 ② 高校との連携 
  年度 地元の高校 けで に広 を け 、 各地 本校の発 会で発 し た た

に 校の発 会にお 本校生徒が発 する機会を た た し で るが地 の高校間で

の課 研究に する ト ークがで る テー で り口で分 、 し

との が広が け お が高め とがで る 年度 地 の高校を めと

し る連携の拡大、 ト ークの 化を進め た  
  た、数年後に鶴 高等学校と統 する とに るので、 を 鶴 高との 体的 連

携を検 し た  
 

 の の の  

（１）目  
鶴南ゼミ発 会を実施し、 の学生や一 へ広 研究成果を 、 し た、「科学技術

の発展」を「地方創生」、「地 活 化」に るための取組を地 の高校・企業・ 体と連携し 進める  
（２）  

 鶴南ゼミ発 会を コミュニケーション能力、プ ゼンテーション能力が高 る けで 、 の

研究に 、やりとりをする とで 広 野と探究 が る  
 研究成果を発信し、社会に還元する 法を地元企業や の高校と し 開発する とで、地 の る

課 や問 に目を向け、外部に発信する と で る、 広 野を とがで る に る  
 「 ンス」が「アント プ ナー」に に を、 ・研究する とで、地 の る課

や問 を発 し する「『地方創生』に する ーションシステムの 築」に がる 方や

を に ける とがで る  
（３）実 と成果 

 実  
Ａ「鶴南ゼミ中間発 会」 

    実施   元年１ １ （木） 
    会   山 鶴 南高等学校 鶴 会  
    外部参加者 

本校運営指導委員３ 、 、鶴南ゼミ外部指導者１ 、 高校教員１ 、 
高校生１３ 、一 参加者２ （ 者 む）、 ３  

    当 の  
    １３ １  開会 事 
    １ １ １  ス ー発 （ １グ ープ）２３テー  
    １ １ ３  ス ー発 （ ２グ ープ）２３テー  
    １ ３ １ １  ス ー発 （ ３グ ープ）２３テー  
    １ １ １  会 事 
    実施  
    発 者 本校２学年生徒全員１ の地

の で体育 が 用で 、鶴 会 を会 とし

たため 校生徒の発 を しにした で実施 テー

数 ＳＳ探究３ 、ＨＳ探究３２の の

ス ー発 を本校鶴 会 に た のテー

を２３、２３、２３の３ のグ ープに分け、各

グ ープにお 「発 分、 ２分、 動１

分」の ク を り し、 、進 が指

を し 全体を動 すと で進め た  
Ｂ「鶴南ゼミ全体発 会」 

    実施   ２年２ （木） 
    会   山 鶴 南高等学校 体育  鶴 会  
    外部参加者 

本校運営指導委員 、 、鶴南ゼミ外部指導者１ 、高校教員２ 、 

【 の様子】 
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高校生１ ２ （ 発 者）、一 参加者 （ 者 む）、 １  
    当 の  
     ３   開会 事 
     １  ス ー発 （ １グ ープ）２ テー  
    １ １１ ２  ス ー発 （ ２グ ープ）２ テー  
    １１ ３ １２ １  ス ー発 （ ３グ ープ）２ テー  
    １３ １ １３  ート大会 （１年生） 
    １ １  ステージ発 テー  
    １ １ １  会 事 
    実施  

発 者 本校２学年生徒全員１ と外部

高校生 ス ー発 を本校体育

に た テー 数 ＳＳ探究３ 、ＨＳ

探究２ 、山 加 高等学校３、山

業高等学校１、山 田 高等

学校１、山 田 高等学校３、 田南

高等学校 、山 学 高等学校３の

で た のテー を２ 、２ 、

２ の３ のグ ープに分け、各グ ープにお

「発 ・ 分、 入・ 動２分」の

ク を り し、 、進 が指

を し 全体を動 す で進めた 後 、

年度に 続 １年生に る ート大

会 が本校鶴 会 に た の

ートのテー 「 本の の 用を

有 化する で る 」 生徒達 を る に学 し、 を充実 、

した が り広 た 後に会 に る全員の に り の１年１組が した の

鶴 会 でステージ発 に た テー 数 ＳＳ探究 テー 、ＨＳ探究３テー の

テー の発 が た プ ゼンテーション トを用 明をする で、 のテー

に「発 ・ ・ と けす １２分 度」で進めた  
 評価の  
 に  

   ・活動の を に とめた発 ス ー、発 、スラ に る  
   ・ 分達の探究活動の成果、実 の を理路 と に理 で る に発 で た  

 ・ 分達の探究活動の を 理 し 的に取り組 た、 の探究活動の発 を真 に

た  
   に  
   ・地元企業や地 の の高校と連携する とがで た  
   ・地元企業と連携した探究活動にお 、 の企業のニー に る とがで た  
   ・ 校と連携した探究活動にお 、お の 分野を活 し が 研究を進め とがで た

 
   ・外部と る とで探究 の向上、 野の拡大を図る とがで た  
   に  
   ・地 の る課 を 機 と連携する とがで た  
   ・地 の る課 を 探究活動にお 機 と に連携し が 進め とがで た  
   ・『地方創生』を 分 の問 とし る とがで る に た  

 の検証 
 に  
中間発 で た た 、発 の 方に の を し の後の探究活動に活 す とが

で る 全体発 会で の深化と発 法の向上が る のが た た、各発 に

の 問が 、やり取りが活発に た の と 各発 を主体的に 、 に 問を 、

し とする が たため と る の と 当 が高 と

る  
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 に  
一 年度の中間発 会 校生徒の発 機会を設けた 年度 地 の で十分 会 ス ースを

で たために中間発 会 校生徒の の発 としたが、全体発 会で ス ー発 で 校１

テー の 校発 が た た、 校の発 会への参加 年度に 続 ３ の高校で発 す

る機会を た の高校生の研究交流がで た と 研究成果の と と研究 、研究

法の研 と で 有 で たと る の と 当 が高 と る  

 
 
 

 に  
   地 活 化ゼミの中で 年度テー としたの 活 化、地 を る の研究者 発、 口 の

研究で た のテー す に が る ので 、目的を達成で た が

、 に続 後 達にテー を 継 で た の中で生徒一 一 が地 の課 を 分の問

とし し りと 、探究活動を とがで る 生徒の の充実 発 に おり、

外部のコンテストで発 し、 賞を た た取組 た の と の 当 高

と る  
（ ） 年度へ向け の課  
 ① 発 の充実 
  年度 に２・３年 ゼミの 間を設け 上学年 の継 の充実を目指した と 良 機会

たと が 、 年度 続け た し し、アンケート 、 ー 、 ス ー 成、

プ ゼンの 方等 当事者達が を たと に ムリーにア スを る 体 に

お 、上学年の成果と課 を 継 で に良 のを目指し と で、十分に継 で

ると た、先 研究の に 十分 のが と とし 課 で る  
 ② 外部発 機会の増加 
  校外で発 した生徒の 等をＳＳＨ 信等で広め るが、実際に 験し た生徒が一 化、成長

し、 分達の探究活動や発 法の向上に る た の中、で る り の生徒に外部

での発 機会を る 夫をし とが で る  
 

 ー の  

（１）目  
連携する大学の 力の 、理数科の生徒を に「理数セミナー 」（ 研修）「理数セミナー 」（

研修）を実施し、 先端技術や に 、 業生との交流等を 、科学に する を

高め、 の科学技術の発展を担 高 を する  

（２）  
 先端の施設で 学、 体験を ける とで、科学に する 、探究 が に高 り、主体的

に科学に る 育成に る とがで る  
 地 の を研修する とに り、 や ・安全に し 主体的に とする 育

成に る とがで る  
 や で学 業生との交流を し 進路を る一助とする とがで る  

（３）実  
 学 画 
ア 科目  ー （  

      ー  

        「事 学 実 事後学 成果発 」 

       大学、研究施設等を訪問し の ・施設 学・体験実 、本校 業生との交流 
 
 
 

校で発  
H29 年度 H30 年度 R1 年度 
加  加  

学  
田  

加  
学  

田  
３テー  10 テー  テー  

校 の発  
Ｈ29 中間 Ｈ29 全体 Ｈ30 中間 Ｈ30 全体 １全体 
加  

業 
加  
鶴 業 
田  
田  

加  
田  
田南 

加  
業 

鶴 業 
田  
学  

 

加  
業 

田  
田  
田南 
学  

テー  テー  テー  10 テー  17 テー  
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ー   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5:45 鶴岡南高校集合 6:30 起床 6:30 起床

6:00 鶴岡南高校出発 7:00 散歩 7:00 散歩

山形道 7:30 7:30

↓ ～ ～

東北道 8:30 8:30

（途中昼食） 9:15 バス移動 9:00 バス移動

↓ 9:30 筑波大学到着 9:30

常磐道 9:45 ～

↓ ～ 11:00

13:15 11:40 12:00

～ 11:50 ～

17:00 ～ 12:30

移動 12:50 常磐道

17:30 宿舎到着 13:15 ↓

18:30 ～ 東北道

～ 16:20 ↓

19:45 16:30 バス移動 山形道

20:00 18:30 ↓

～ ～ 18:30 鶴岡南高校着

22:30 19:45

23:00 消灯 20:00

～

21:00

21:00

～

22:30

23:00 消灯

研修のまとめ
学習
入浴

施設見学・講義
筑波大学

『筑波大学紹介』
『計算科学研究センター』

『中央図書館』

昼食（バスの中）

施設見学
高エネルギー加速器研究機構

『放射光科学研究施設』
『Bファクトリー実験施設』

『超電導リニアック試験施設』 昼食（筑波大学学食で昼食）

研究施設見学・講義
『医学医療系研究室等見学』

加藤光保　教授
『セグウェイ試乗』

夕食（諸連絡）
入浴等

夕食（諸連絡）
入浴等

研修のまとめ
学習
入浴

本校卒業生との交流

施設見学・体験
筑波宇宙センター

３月１８日（月） ３月１９日（火） ３月２０日（水）

朝食（諸連絡） 朝食（諸連絡）
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6 : 00
20
30
40

6 50

7 : 00

40

8 : 15
50

9 : 00

10
20
30
40
50

10 : 00

10

20

30
40
50

11 : 00
10
20
30
40
50

12 : 00
15
30
40

13 : 00
13 : 10

30

14 20
30

40

50

15 : 00

10

20

30

16 : 20

30

17 : 00
50

18 : 00

30

19 : 00

20 : 00

23 : 00

入浴・研修のまとめ・学習
(19:30～20:30)　本校卒業生との交流

入浴・研修のまとめ・学習

消灯 消灯

研修のまとめ・学習
(17:15～17:45)　移動
(17:45)　宿舎到着

(18:00～18:50)　夕食・諸連絡 (18:00～18:50)　夕食・諸連絡
(18:30)　鶴岡南高校到着

(15:30～16:15)　移動
大学 ン ス出発

東北道
↓

山形道
↓

(16:30～17:00)
電 学[ ・ ]研究室

(16:30～17:00)
光 学[ ・ ]研究室(16:15)　宿舎到着

(14:30～15:00) 電 エネルギー
ス [ ]研究室

(14:40～15:30)
ン ス見学

(14:40～15:30)
ン ス見学

(14:40～15:30)
ン ス見学

(14:30～15:30)
施設見学

（ 生）

(14:30～15:30)
施設見学
（ 生）

(15:10～15:40) 電 エネルギー
ス [ ]研究室

(15:10～15:40)
学[ ・加藤]研究室

(15:50～16:20)
光 学[ ・ ]研究室

(15:50～16:20)
電 学[ ・ ]研究室

昼食（学食）
(12:00～12:45)　学食体験

(12:15～12:55)
ン ス 移動

(12:45)　 室 ン ス 移動 (12:45)　 山 ン ス 移動

 (13:10～14:40)
講義

食 業学 ( 生)
(13:30～14:20)　医学 講義　（ 生）

(13:30) 学 電 学科( 山 ン ス)到着
　電 ス ・ 系1 館(D10) で校舎

(13:50～14:20)大学学 学科 ( 生)
２ で施設見学

(14:30～15:00)
学[ ・加藤]研究室

(10:30～11:20)
ン ス見学

で 見学 研究室見学（３０ 交 で） (10:40～11:10) フトウェア[
・ ]研究室

見学
（ 藤 生）

見学
（ 藤 生）

研究室見学
（ 生

藤 生
生）

研究室見学
（ 生

藤 生
生）

(11:15～11:45)高 ス [
入・ ・ ]研究室

(11:30～11:45)
まとめ (11:20～12:15)

昼食(学食)

東北医科 科大学 ン ス着
(9:35

～10:20)
１ 講義
（ 山 生）

(9:35
～10:20)
２ 実験
（大 生）

大学 　（ 生）

(10:00～10:30)
講義

業構 学 ( 生)

(10:35
～11:20)
１ 実験
（大 生）

(10:35
～11:20)
２ 講義
（ 山 生）

(10:30～10:40)

(10:30～11:20)
ン ス見学

(10:30～11:20)
ン ス見学

流体科学研究 ２ 館
大講義室 集合

電 研究 ー到着

(9:00～9:50)
イント ク ン

大学

(9:15～9:25)　 イ ンス
(9:00～9:10) 室見学

(9:15～10:30)　講義
（ 生）

鶴岡南高　出発
(7:00～7:40)　朝食・諸連絡 (7:00～7:40)　朝食・諸連絡

山形道
↓

東北道
↓

学習等 学習等

(8:20)移動 (8:15)移動
(8:50)東北大学 学 ン ス到着 (8:50) 大学大 ン ス到着

月２３日（火） 月２ 日（水） 月２ 日（ ）
起床 起床

学習等 学習等

鶴岡南高　集合
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 評価の  

ア ート 

・事 学 事後学 で活動の を に とめた ートを書 る  
 た、 りやす 発 で た  

     ・ ・ 度 

      ・各活動の を 理 し 的に取り組 で る  

     発  

      ・ 分の実 での取り組 を、 に 理 で る に発 で た  

 の検証 

年度３ に た「理数セミナー （ 研修）」

実施後に生徒が した ートを ると、高

ー加 器研究機 での 研究や 子原子 研究、

大学での 科学研究、 セン ーでの「

」運用 室や 成 リアと た大

り 研究設 ・ 設 を実際に 、 の設 を

用した 広 先端研究の 明を とで、科学技術を

広 野で める 機会と た で る  
た、 年度 本校 業で 大学 学 教 の加

藤 先生の研究室を訪問する機会を た 、グ ー

プに分 が 研究の一部分を体験 た

た 用語が 理 が 部分が り が

、 実験方法や設 に 、大 を けた で る 学校に ジグ ー法で

の実験 を り る とで、 に理 を深める とがで 、 の後の学 に 効果が た で

る  
年度 に た「理数セミナー （ 研修）」実施後の生徒 ート 、 分の進路 の

が広が たり、大学に進学した と が一 たりと の 分の進む方向 に し 大

を けた生徒が た 大学にお 研究施設や研究 に る とで、科学

技術の り方や の果たす と た部分で大 を る とがで た 科 科大学にお

が 研究に の を め、研究室 学や 局体験、高度 実 施設の 学を し 、

に する を広 る とがで た 大学にお 験を た地 力の向上や の

に の を した を機会に、 る に 真 に

るとと に の大 を学 と 生徒が た  
し 、 のセミナーにお 業生と交流する 間を設け、本校 業生で 大学・ 大学を

めとした の大学（理数セミナー ）、 大学（理数セミナー ）で活 し る学生を 、大

学生活、 や研究 、高校生 の学 や生活に 体験 を中 に をし た た 本校生徒

問が 、活発 交流会と り、生徒にと 分の進路の とを 的に る機会と

たと る  
の と 、 ・ ・ す にお 、おおむ 達成で ると る  

（ ） 年度へ向け の課  
「理数セミナー （ 研修）」に 年度 年度と の で 、 に効果的に る

に 画を進め た、 元年度の「理数セミナー （ 研修）」（ ２年３ １ ２ ）

に 山 田 高等学校の理数探究科２年生との 開 と とで を進め る １

目の研修をコース にしたり、 で一 に課 研究発 会や 業生との交流会を たりする とで、

２校で リ トを活 した取組を 画し る 実施後、本校 開 と 開 における生徒の

の 化 検証を た  
 

 の  

（１）目  
探究活動で取り組 を の進路 に活 し、 に進路 がで る生徒を育成する に、

の活動の成果をＡ 入 に活用し進学する生徒を拡大 る高大 続の研究を、大学と で

た、地元の研究施設や企業の研究機 等と生徒との がりをＳＳＨの活動を り深化 、生徒が大

学 業後に、ＳＳＨで りを た地元企業や研究機 が 先と る とや、地方創生、地方の活 化

に する 材育成に がる生徒のキャリア 成に 取組に 研究を  
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（２）  
 探究活動を めとするＳＳＨの 活動に 成 た研究 や 、研究成果に り、Ａ 入

や 入 の 者が拡大する  
 探究活動を めとするＳＳＨの 活動に 成 た研究 や に り、地元企業や研究機

が 先の の一 に加 る  
（３）実 と成果 

年に 続 、探究活動で取り組 や成果を活用した、Ａ 入 に り大学に進学する生徒を育成

する とがで た 体的に 、Ａ 入 の とし 、探究活動で学 方法 や を とに、 理

や入学後の研究 画等を理路 と する とがで る に指導を た た、大学 業後の研究

活動や 先に し 、地元での 業を した 業 を 、 先の の一 とし

る とがで た  
入 度 後の年のため、 年度 上に 化したと る大学の入 にお 国 で １１

が１２ でに し る 、 大学のＡ で １ 、 １ の ２ が で た

に、山 大学 ２ 大学 学生 科学１ 、 信大学情報理 １ 、 大学 １ 学

大学１ 、 国 大教育１ 、 大 間生活１ 、国際教 大１ 山 大学 学部、 大学

学生 科学部に した生徒 ゼミ活動で、山 大学 学部の 力の 「 の高 に する研究」

を おり の活動が、進路 に大 を めた のと る 信大学情報理 学部

に した生徒 ゼミ活動で鶴 高 の 力の 「 スピーカーを用 た 創成」に する研究を

おり、元 の た システムの研究開発に りた と を のとする と

がで 、Ａ 入 で 、 の を評価 し る た、本校ＳＳＨの大 の一 で る、

理 に 全生徒が探究活動に取り組む中、 年に 続 、 大学 学部に 者した生徒 、

年度の鶴南ゼミ全体発 の中で 賞を 賞した生徒で た の のテー が「川端 の

プ教 」と 川端 成 中に る に の検証で り、川端 成の

をテー にした研究を大学で 深め た と 動機を に、大学のＡ 験を け をし

る に、国際教 大学に した生徒 、英語の学 や探究活動を た と で るが、地

元の 田 に、外国の ク ー が入 した際に、外国の に し 英語で をする ラン

テ アに参加した 験や の体験を に大学入学、 に 入学後に した 事 を明 に 動機とする

とで する とがで た の に、ＳＳＨで取り組 活動を生 す とで に が た の

が 数 た  
（ ） 年度へ向け の課  
  国 、 を め 、Ａ 入 の取 が、 理 や活動実績の 、入学後の研究活動に

学力の評価 大 する 向が たため、探究活動と教科指導での 力や 力、 力等を

たＳＳＨにおける探究活動、 の 業の 的向上や生徒への情報 と指導体 の が る

た、継続し キャリア教育の 進と、地元企業や研究機 が成果を上 る、 分野を発

活 で る を る との が高 る のと る と に、地 や 本、

が る課 発 や のために る高度 力が る に ると る  
でのＡ ・ 入 者数の  

全体（ 国 大学、 大学） 
 Ｈ２  Ｈ２  Ｈ２  Ｈ２  Ｈ２  Ｈ２  Ｈ３  １ 

理  
１  １  ２１ １３ １  １  １    １  

 ３ １２  １   １１ ２ １２  １  ３ １３  １  ３ 

 
３ ３ １  １２  １１ １    １１ 

１ ２ ２ １  ２       ３ １１  ３ 

 １３ ２１ ３１ ２  ２３ ２  ３３ ２  
大学Ａ （ 、 ） 

  Ｈ２  Ｈ２  Ｈ２  Ｈ２  Ｈ２  Ｈ２  Ｈ３  １ 

理  
３      ３ ２ 

３   ３   ３ １  ２ ３  ２ １ １ １ 

 
      １ ３ 

    １ ３  １     １  １ ２ 

 ３  １３      
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Ｄ ＳＳＨ事業を 進するための評価・検証方法の研究 

連携する大学の研究者の指導の と、 外の連携する高校の 力を が 、組 ジ ントやカリキ

ュラム ジ ントの 法を用 評価・検証法の研究を進める とで、 的にＳＳＨ各事業の成果を検

証し、研究の改善に る とがで る た、教 の指導力・学校力の向上に る とがで る  

Ｄ ⑭ の の の  
（１）目  

的にＳＳＨ事業を評価する方法に 研究し、研究開発の ・ 果の事 ・事後の評価に る検証

を 、事業改善に た、教育 学・学 科学 の研修を 的に け、本校に

た 業評価法に 研究を進める とに り、教 の指導力向上・ 業改善、学校力ア プに

 

（２）  
 組 ジ ントやカリキュラム ジ ントの 法を用 評価・検証法の研究を進める とで、

的にＳＳＨ各事業の成果を検証し、事業の改善に る とがで る  
 組 ジ ントやカリキュラム ジ ントの 法を用 評価・検証法の研究を進める とで、教

の指導力の向上に がり、学校力の向上に る とがで る  
（３）実  
   

の 画 の り、 ートや 評価シートお アンケート を る た し、 大

ので り、一 一 の事業や の 業・活動の中で の 度、教員・生徒の事業評価や 評

価、 三者 の評価を が ＤＣＡ ク に め 事業改善を る  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 ① 学校設 教科『探究』 学校設 科目「鶴南ゼミ（基礎）」の評価の実  
  １年生徒全員 の「鶴南ゼミ（基礎）」に 、各科目で「 ・ ・ 度」「 ・ ・ ・技

能」「 ・理 」の３ に する活動 に した評価項目を 成し 、各科目３ 間（ ー

トの 間）の 後に 担当者が評価を た た、１年間の探究活動 後に 生徒の

評価 、生徒の活動の検証を た  
② 学校設 教科『探究』 学校設 科目「鶴南ゼミ（探究）」の評価の実  

  ２年生徒全員 の「鶴南ゼミ（探究）」に 、研究に する 項目と研究 報 ート（学

年 １年間の研究 ）を とに、学 と各ゼミ担当教員が評価を た た、１年間の探究活

動 後に 生徒の 評価 、生徒の活動の検証を た  
 ③ 鶴南ゼミ中間発 会・全体発 会における生徒発 の評価の実  

１ に る鶴南ゼミ中間発 会、２ に る鶴南ゼミ全体発 会に 、評価の指 （ Ｄ  

鶴岡南高校　 ・ 計

中 鶴南 （ ・ 究）の の

鶴南 （ ・ 究）の の 　・　SSH 業 の の

中 SSH アン ートの実施

鶴南 （ 究）の ート ・

月 中 鶴南 （ ・ 究）の１学

８月 中 SSH アン ート 集計 業

９月 中 発 スター発 ート・教 ート・ ート・ アン ートの

１０月 中 中 発 での スター発 ート・教 ート・ ート・ アン ートの実施・集計・

１１月 中 鶴南 （ 究）の ート ・

１２月 鶴南 （ ・ 究）の２学

中 体発 スター ス ー 発 ート・教 ート・ ート・ アン ートの

SSH の実施（JST ）

体発 スター ス ー 発 ート・教 ート・ ート・ アン ートの実施・集計・

中 書のまとめ 鶴南 （ ）の ート ・

３月 鶴南 （ ・ 究）の学

　 発 教 の校 研修 （１０月 ２月 ）

１月

２月

月

月

38



１） 用し 成した『発 会 り りシート』（ Ｄ ２）や ー リ クを用 た『 ス ー発

評価シート』（ Ｄ ）を 成し 用する とで、発 会を し 探究活動の 評価・ 評価を

た に、２ の発 会に 『 ス ー発 ・ステージ発 教員評価シート』（ Ｄ ）を教員

に る評価 た 中間発 会後 全体発 会 に け 、教員評価シートを改良した と り、

年度 ２ の全体発 会 に評価に する校 研修を 、評価項目や に 教員間で目

をしたり、 ー リ ク や方法に の 交 を たりした  
 ④ 基礎アンケート の実施 

  ＳＳＨ事業開 の とし ＳＳＨ基礎アンケート（ Ｄ ）を １１ ２１ の 間に 

１・２・３年生 に実施した た ー を とに、生徒の ・ ・学 等、 の

に 分 ・検証を 、各部 の事業の 括と改善を  
  ⑤ 中間発 会・全体発 会 後の生徒・教員・外部に するアンケート実施 

  １ に る鶴南ゼミ中間発 会、２ に る鶴南ゼミ全体発 会に参加した 者・ 校の

教員や生徒・外部指導者を に発 会に するアンケートを実施・分 し、生徒の活動を検証する  
 ⑥ Ｓテストの実施 
  一 年度 で た本校 のＳＳＨテストを、 り を すると 間業者に る、

問 発 ・ に 力等を る のアセス ントテストに 実施した  
 ⑦ 業生 の実施 
  年度に 続 業生 を実施した 成２ 年度 業生（大学 修 課 修 を ）お

成２ 年度 業生（大学学部 業を ）とした 実施方法 年度と の が に り 問

項目に し 方法、 た の が に し る コー 上で 問項目に

し 方法に加 Ｓ Ｓを 用し 生に拡 し 方法 用 た  
 評価の  

  本校ＳＳＨ事業の評価の指 に基 各 アンケートを 成し、実施 果を分 する た、１ に生

徒・ 者・教員に実施し る ＳＴ のＳＳＨ の 果を分 し、本校ＳＳＨ事業の評価、

検証を  

  果・分 ・ ・ の検証 

ア 鶴南ゼミ中間発 会と全体発 会の後に２年生に し た「 り りシート」の 果（ Ｄ

３）を ると、す の項目で中間発 会後 り 全体発 会後の が （達成で る）

や （達成のために、すでに実 に す とがで おり、達成 で と一 のと に る）

の が上 した た、 年度 の と の が 年度 り 高 で し る 全体

発 会後の数 で ると、 年度 おおむ たが、 年度 の項目で

上と た の２年間で が、 方法を 数 入 当

る を る方法に た とが 果に を た１ の と る し し、

生徒が達成 ・ を 活動に と 事実で り の 大 に評価で る  
年度の課 の１ で た 先 研究 学 に 、年度当 に３年生 ゼミ活動を

めるに た のア スを 間を設 し、 と での先 研究を

た 教員の指導やア ス 先 研究を し とで、生徒の 向上したので

と る 年度 の の充実を図 、課 設 、研究 画、分 ・ 等の

を深化で る に取り組 で た  
「 的 力 発 を 、 問 を に 問する とがで た 」の 評価が

の中で 一 が、年 上 し る た 問 間で るため、 問した が 問で

に る生徒 １年生の り りアンケートで 「先 の発 に し 問がで た

」と 問 に し 『 を 問す 、 問で た』と した生徒

全体発 会後で 22.9%（ 年度 45.1%）で た た に 目し 発 を け の

と と 理 で ると ので、 理的に 問する 間を増やす る を

た た、 問の や の の 方に 改善で る部分が る 年度

の課 とし 取り組 で た  
   年度 ２ の全体発 会 に評価に する校 研修を たが、 大 効果が たと

る 先生方が評価する に実際に る とや ー リ クの の に

交 する とで、共 を したり ー リ ク の改善に たりで た 実際先生

方 「研修会で の が 、 の とを に発 会で評価で 良 た」「教

員の 動 るので、 年 た けると りがた 」 の が た の とを 、

年度の評価法を とと に、 の 験を生徒への指導に た （ Ｄ

１２）  
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 基礎アンケートの 果に 、 成２ 年度 元年度の 年度 を分 する中で、本校

のＳＳＨでの取り組 や理科・数学に する能力やセンス向上に し 、大 を 入学

し る生徒が年 増加し、 年度 45.2%に 上 た（ Ｄ ） 教員の の

果を ると、学 指導 り 発展的 に し した と 問 に し 大

した 、 やや した と した教員が 86.1%（ 年度 80.5%）に 上 た た、生徒

の科学技術に する ・ ・ 、学 に する に し 大 増した の 上 し

る（ Ｄ １ ） 生徒の 向 の を で が 、指導 ・実施 を検

しＳＳＨ事業に携 ると る 年度 続 生徒・ 者・地 の方 の

に る 力 る取り組 を、 し 、教員が 的に取り組める を 、実

し た  
   Ｓテストで ３ の 力（ 的 力・ 的 力・創 的 力）を る とがで

る 年度 り取り入 たテストで り、 年度の１年生と 年度の２年生の数 の 化を ると、

高校 で目指した とし 設 るＡ の 数が 増加し る とが

る（ Ｄ ） に 的 力の上 が高 、ゼミ活動や 進路研修等の活動を し 、

者との り に の理 を深め るので と る 一方、創 的

力に 年度の評価が良 た と るが、 年度 り 化が た

の 果を学校全体で共有し、指導に た  
   年度の 業生 の 数 年度と 数で た Ｓ Ｓ 用し るが 果的に

り大 効果 での３年間で た ー すると大学 への進

学 理 を中 に全国 り 高 数 が る とが る た、高校 に 験した

ＳＳＨに る の 活動が大学における の 活動に に た の で 、鶴南ゼミの

探究活動が大学での研究活動に（52.5%）、 た、鶴南ゼミの発 会に る活動が大学での研究発 に

（61.6%） に たと た 業生が た に理数科の生徒 理数セミナーが進路 に

（63.8%） に たと る が高 本校のＳＳＨとし の取組が一 の成果を

る との証 で ると る （ Ｄ １１） 
（ ） 年度へ向け の課  

 学校設 教科『探究』の学校設 科目「鶴南ゼミ（基礎）」「鶴南ゼミ（探究）」の評価法に 、先生方

の を た が 改善を続け  
b 本校のＳＳＨの方 や取り組 に の 度全体で し、 能 り教員間で目 をした上

で、生徒・教員がと に成長を実 で る 探究活動の深化・ 業の改善・評価法を 続 検 ・実

し  
 c 業生 年度 継続 が を上 るための を検 する  
 

の  

     

（ 元年  開  ） 

     

（ ２年 １ ２２ 開  ） 

 

の  

  報 書の 成を 、校 で とめた 年度に向けた改善 を とに 後の 画を するとと に、

力を た る の連携校や 力校、大学や研究室にお りし、 や 指導を た が 、

る事業の改善と成果の に める  
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山 鶴 南高等学校教育課

全日制 校長名

第二学年 計

文系 理系 文系 理系

合 ○ 4 5 5 5 (a) は選択群を表す。

現 代 文 Ｂ 4 5 4
古 典 Ｂ 4 6 5
国 語 探 究 0,1

a○ 2 2 2 0,2 0,2
a○ 4 2 2 0,3,5 0,5

日 本 b○ 2 0,2 0,2
日 本 b○ 4 2* 2* 　　3* (b)3 　　3* 0,3,5 0,5

b○ 2  2*  2* 0,2 0,2
b○ 4 0,3,5 0,5
○ 2 2 2 2

倫 理 2 0,3
政 治 ･ 経 済 2 0,3
現 代 社 会 探 究 1

SS 学 ○ 5 14,１７ 18

SS ○ 2 2 2,8

SS 学 ○ 4    2* 4    4* 8

SS 生 ○ 2 3,6 2,8
2* 1+2

SS 学 ○ 2 3,6

体 ○ 7～8 2 7 7
保 ○ 2 1 2 2

ｃ○ 2 0,2,3 0,2
ｃ○ 2 0,2,3 0,2

音 楽 Ⅱ 2 0,3
美 術 Ⅱ 2 0,3

ニ ー ン ○ 3 3 3 3 (b) は選択群を表す。

コミュニケーション英語Ⅱ 4 4 4
コミュニケーション英語Ⅲ 4 4 3
英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2 2
英 語 表 現 Ⅱ 4 4 4
英 語 探 究 0,3

○ 2 2 2 2

・科学 ン ン ー ○ 2 2 2

鶴南 （ ） ○ 1 1 1 1
鶴南 （ 究） ○ 1 1 1

○ 3 0 1 1
31 93 93
31 93 93

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動 1 3 3

生徒会活動

５５分

）科 の ック体 修科 で の科 と 研究 発 連

課程 学科 普通科 　　　　　石　川　　真　澄　　　　印

教

科
科 目

必履
修科
目○

 標準単
位数

第一学年
第三学年

備考
文系 理系

国
語

3 2 2 2 国語探究は学校設定科目（H25年度開
設）3 3 3 2

(a)1

地
理
歴
史

２年次の選択は、「世界史A」と「日本史B」

か「地理B」、または「世界史B」と「日本史

A」か「地理A」のいずれかとする。Ａ科目と

Ｂ科目は時期を分けてまとめて学習する。

（Ａ→Ｂ→Ａの順)

３年次の選択 * は、２年次の科目を継続し

て履修する。(b) は選択群を表す。

公
民

(b) は選択群を表す。
現代社会探究は学校設定科目（H26年度
開設）(b)3

1

数
学

6 6 3+(b)3 7

理
科

保
体

2 2 3 3
1 1

英語探究は学校設定科目（H27年度開
設）4 3

1年次の * はその中から１科目を選択
(a）、(b) は選択群を表す。
(b)選択では、音楽Ⅱ・美術Ⅱはそれぞれ
に対応するⅠを付した科目を履修した後
に履修できる。

外
国
語

4

SS物理・SS化学・SS生物・SS地学は学校設
定科目（H24年度開設）
＊はいずれかを選択
3年次文系理科はSS生物、SS地学の選択
で２年次選択した科目を２単位、選択しな
かった科目を１単位履修する。
３年次理系理科選択*は２年次の科目を継
続して履修する。

SS数学は学校設定科目(H24年度開設)
３年次文系の(b) は選択群を表す。

芸
術

2* (a)1

 (b)3

2

4

家
庭

情
報

情報・科学コンピテンシーは学校設定科目
（H29年度開設）

2 2
(b)3

2

探
究 1 1

教科探究は学校設定教科、鶴南ゼミ（基礎）・鶴南
ゼミ（探究）は学校設定科目（H29年度開設）

新入生歓迎会、部紹介  〔４  月〕 （２ｈ） 　　　生徒総会 〔５月・１０月〕 （２ｈ）

学校行事
１年　86ｈ
２年　116ｈ
３年　71ｈ

31 31
最   低 31 31 31 31

総合的な学習の時間 0 0 1 1
【選択について】
(a） は、そのグループから１科目選択。
但し、芸術の２年次の選択は、１年次の科
目を継続して履修する。
(b) はそのグループから２教科２科目選
択。但し、地歴は、2･3年で履修したものと
は別の科目を選択する。芸術は、1年次の
Ⅰの科目を継続して履修する。
ホームルーム活動は毎週木曜日４校時

総
計

最   高 31 31

卒業までに修得すべき単位数 93 授業の１単位時間

特
別
活
動

1 1 1 1

1～３年　４ｈ

入 学 式   〔４  月〕  １・３ 年 （２ｈ）
球技大会  〔６ 月〕  １～３年 （１日）
創立記念日〔７月〕　１～３年（３ｈ）
南   高   祭  〔７月〕   １～３年（２日）

防 災 訓 練 〔５・10月〕１～３年（２ｈ）
激　励　会〔12月〕１～３年（３ｈ）
卒   業   式  〔３月〕    ２･３年（２ｈ）
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全日制

合 ○ 4

現 代 文 Ｂ 4

古 典 Ｂ 4

a○ 2 2

a○ 4 2

日 本 b○ 2

日 本 b○ 4 2* 　　3*

b○ 2  2*

b○ 4

○ 2

体 ○ 7～8

保 ○ 2

○ 2

○ 2

ニ ー ン ○ 3

コミュニケーション英語Ⅱ 4

コミュニケーション英語Ⅲ 4

英 語 表 現 Ⅰ 2

英 語 表 現 Ⅱ 4

○ 2

・科学 ン ン ー ○

学 ○ 5

学 ○ 9

理 数 数 学 特 2～6

○ 2～6

学 ○ 2～6 　　2* 4 　　4*

生 ○ 2～6 　　4

学 ○ 2～6

研 究 1～2

鶴南 （ ） ○ 1

鶴南 （ 究） ○ 1

1

ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動

生徒会活動

）科 の ック体 修科 で の科 と 研究 発 連

2

山 鶴 南高等学校教育課

課程 学科 理数科 校長名 　　　　　石　川　　真　澄　　　　印

教

科
科 目

必履修
科目○

標準
単位数

第一学年 第二学年 第三学年 計 備　　考

0,2

0,5

地
理
歴
史

0,2

2 4

2 2 4

国
語

5 5

保
体

2

２年次の選択は、「世界史A」と「日本史B」
か「地理B」、または「世界史B」と「日本史A」
か「地理A」のいずれかとする。Ａ科目とＢ科
目は時期を分けてまとめて学習する。（Ａ→
Ｂ→Ａの順)
３年次の選択 * は、２年次の科目から１科
目を継続して履修する。

0,5

0,2

0,5

1 1 2

公
民

2 2

2 3 7

1年次の * はその中から１科目を選択。
0,2

外
国
語

3 3

芸
術

2*
0,2

4

2 2 4

4

3

情報・科学コンピテンシーは学校設定科目
（H29年度開設）

3

2 2

家
庭

2 2

理
数

5 5

2 2,8

情
報

2 2

２・３年次の理数数学Ⅱ・数学数学特 は
分 とまとめて学習する。4 5 9

3 2 5

最   低 31 31 31 93

２年次の理科の選択 * は１科目を選択す
る。

３年次の理科の選択 *は、２年次の科目を
継続して履修する。2 2,8

0,4 ３年次の理科の選択 は１科目を選択す
る。

4,8

1

1

1

1
教科探究は学校設定教科、鶴南ゼミ（基礎）・鶴南
ゼミ（探究）は学校設定科目（H29年度開設）

卒業までに修得すべき単位数 93 授業の１単位時間 ５５分

ホームルーム活動は毎週木曜日４校時

1～３年　４ｈ 新入生歓迎会、部紹介  〔４  月〕 （２ｈ） 　生徒総会 〔５月・１０月〕 （２ｈ）

学校行事
１年　86ｈ

　２年　１１6ｈ
３年　７１ｈ

入 学 式   〔４  月〕  １・３ 年 （２ｈ）
球技大会  〔６ 月〕  １～３年 （１日）
創立記念日〔７　月〕　１～３年（３ｈ）
南   高   祭  〔７月〕   １～３年（１日）

防 災 訓 練 〔５・10月〕１～３年（２ｈ）
激　励　会〔12月〕１～３年（３ｈ）
卒   業   式  〔３月〕    ２･３年（２ｈ）

特
別
活
動

1 1 1 3

総合的な学習の時間 0 0 1 1

総
計

最   高 31 31 31 93

探
究
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 ー ー ー  

  ー ー ー  

元年 （ ） 
１  

者 
運営指導委員 

山 大学 学部長 田 、 大学大学 学研究科教  安藤晃、鶴 企画部部長 部真一 
鶴 高等学校長 木理夫 

山 教育 高校教育課 
主任指導主事 俊彦、指導主事  

山 鶴 南高等学校 
校長 石川真澄、教  砂田智、事務部長 安達泰浩、長谷川晃、三浦晋、五十嵐雄大、木村築、三宅国彦、

青山 、木村良二、安野浩夫、齋藤恵美、猪口俊二、佐藤清輔、鏡雄一、齋藤雅子、後藤広、菅原恭子 
１ 開会 
２ 山 教育委員会 （高校教育課 主任指導主事 俊彦） 
３ 山 鶴 南高等学校長  （石川真澄 校長） 

 委員  
 運営指導委員長  
  

（１） でのＳＳＨ事業に  
（２） 年度のＳＳＨ事業に  
（３） 運営指導委員 の 指導 助  
安藤 全体発 会 た た 鶴 南高校のＳＳＨが活発に活動し る 鶴お 子 を め

とする地 連携 に で効果的 のが ると実 した  
ＳＳＨ全体の事業 しが 務 科 に 括 書と のが る 務 ＳＳＨを

全 理 し お 、 と に評価し ると が、 のが し と 科

に た を る の中で ＳＳＨ活動で学力向上 る 、キャリア 成に効果的

の 、理 進学 が全 上が 、継続を する高校が るが、 で るの

で 、小中学校への 活動を るが実際 に 、 を と に全国で

ると業者 と２ ３ ケースが る、 とが る 一方で中

間評価の際に の のに し 鶴 南高校とし をした と 方向 を し、

での実績を ースとし の 務 る 一 評価指 が各校で ラ ラ

で る 科 が学校 に評価の指 を 夫し し の中で良 方法を探すと の

ＳＳＨの目的 ので ラ ラに 当 が と 分のと に が に評価し

るので の に おり、 評価方法に し とした リシー

と ンス ースの教育の評価 で と大学 め け る、と と る と

生徒のアンケートの 果や ー リ クの 果と生徒の成績の 、活動の と実際の 果との

とが 能で り、 とをや た 地 連携が に活発に

る 活発に ると のが地 に した高校の り方とし 大事 と で る 進学実績や

校への ャ ンジと の中で で 大学 入 の り方や高大 続に し 検 し る

当 山 大学 し る 高校と連携した事業を 、入学後に 化すると 、 の る活動をした

学生をＡ 入 で と 動 加 し の際に 海外 験 会で

験し とし るが、 を 分の 能力がア プし る

の を主 で ると 、地 の中で大 達と し やり したで の 験を 業 で

と けた 験をし たと のが に りに ると る 基本的 学力が 証

ると の 当 ースとし るが が科学 リンピ クの 賞者と の 能力を す

と の ンス ので と る 高校の 書 り 実績 ースで評価 る

と けで 各大学で の評価をし る 地 が おり大学と

し 子が し 、取り の と る 能力を す教育をし し  
部 鶴 が で評価 るの と と中学校高校 で生徒に けをし、 の鶴

分が生活をするのに良 と と し 、 が 体の評価 る で 
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る 三 の を し た 一 め 口 が 中で２ ３ の 口が

り 入が が るの の分 をする ２ め 国 の 果、 業

数に める研究者の が の 地 で （ ２ ）、 （ ２ ）に で鶴

（ ２ ）が ３ に入 る し 、 田、 と続 大 の中に鶴 が入

、 の を し し た ３ め 大学の 研究生と助 の 度が２ １

１年度 り る 高校生の で助 に り、 に進学し、修 を 年 め 鶴 の

ン ャー企業に した方が る に し で る た で中学高校 で

けをし、 分の 生を け と と にし のが の責任で る た 組

を学校 で学校の先生方と とがで 鶴 業３ 、山 一、全国で

３ 、 業 山 ３ が 加価 を ける とに で る に ランスのと た で る

で教育の分野で の地 を担 と 生徒を 育 た け と の上で

鶴 の一 の で る の学術機 と連携をし が 南高の取組 が し と 評価に

け のが一 の評価に ると  
木 中高一 、 が しＳＳＨに し で の学校の とと が たが、 高

で り 的に る が ると る 高 的 学 の 間、探究の 間を し

し ると で り、 的に連携を深め た 中高一 、ＳＳＨ３ 目の とで ントに

るの 中学校 体的 の スケジュー の 等大 と が の たりをやり が

中高一 に が の と 地 、 校との連携 で取り組 で

参 に る と 問、２・３年の ゼミ の 間で 、

で 効果が たの  
佐藤 １ 間 の ダンスの の 間 ３年生が 年度 し たゼミに をする と

ゼミの担当の先生にお任 した と 参 に たと た ゼミに 数 が

ので 間が たり、 り たりと とが り、 年度 実施の際の課 と た  
猪口 度のゼミ ３年生 年度加 高校や 学会で発 した ア スを おり、生徒

明 に の とを２年生にア スする とが た １ 間 たが 良

間 た  
田 中間 アリングの 等の るの  

年１１ アリングス ート が 年度 校が アリングの で、 り アリングの 間

が長 る が の に するの 分 が 年 と１ に が る  
田 アリングの  

２ 目の実施に の アリングで る の３ 目を目指した アリングと け め る の事

業 が の に良 、 の 課 が る と とに加 、 した と とを

し が け の アリング や 校の情報を め が 進め た  
田 の で の 達成し るの と とに加 、 後の とに が る

た とをや たと の るが数 等で 体的に の に 化し るの を し お

が る し 分 が たので の たりをや し ３ 目に

で るが、先 木先生 た中高一 の で で 年度 ると るが、

の で るの  
石川 の委員会が 上がり、 体的 と 本 の 学 の を ると １年生

が入 る年、 が 年 のと 中学２、３年 ランク し 外進 の生徒が高校に

１年生とし 入 る  
田 年 動 に るので を ３ 目を ると とが 中学との

連携を た での、３ 目の 中 が るが が に ると 鶴 の 的 力

大 の 力を高校生に分 が る 会の大学に 、 する際

に鶴 に と 部部長の たが のために る企業が の 力的

と と るがむし ン ャーと 先端研が で 際に鶴 で で鶴 た や

と とが大事 と生活 大学で に 、生 育 たと 鶴 で生活で

る が一 良 と る とが大事 、鶴 の全体の 画をや ると が鶴

の 力が た で る 口 し た る の のを探究

活動に 用で る、 る 鶴 の 画に高校生が を ると 企画 良 ので

と 鶴 の 力を発 する とが ると と る た と 企
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画の中で  
部 鶴 教委に中高一 校 年度、 にと る 地 の を活 し と

と し る 鶴 が 地 り る と の学術機 で り、 を 活

用し とで を すと のが ント 統 するの 先 が とを し

高校が 外の高等教育機 と連携し ると の 評価 る に ると 一方で地元

と で た 、 事が け 分達で 事を し ３年 ジ ス

プランコンテストをや る 南高、 高 参加し る に拡大し た と

田先生 た高校生に る の 画 り と と ので 実 し た と

 
安藤 務 ＳＳＨ ２年で ので と が た で る 一方で 範校を

を 進める で と と る ３ 目 地 の中で 範校と る

を 築すると のがす 大事 で る 口 の中で高等教育理数教育をコアとし

た 教育先進 を と で展開し 、 高校 で で 地 、 、

企業と 連携し 教育 を 築すると の と 力的 ２ 目で が りを け３ 目でやる

と の と と 中間評価 後 に け のを増やし と の 良  
石川 ＳＳＨと の中で地方創生に る 年の鶴お 子 の社会科学的 の の に評価

るの の を む と や と の  
安藤 ー ンス、ＡＩ に る 分 問 に の教育を 入 む が問 る 社会

科学の中でＡＩや ー ンスが と の る 、 と

で 、 ー ンス的 と の で にすると とが し と

し る、と に１ の科学の で る の 実 の と とで るのが

と 共 研究の中で た 材を 化し り すと るが社会科学の地 の 口 に

し をすると 効果が る と と で の発 と のが め

る ー を３ と 向が るとするのが やる方法 たが、 ー

ンスと と ー に る の中で 向が る を け すと のが ー

ンスの方法に る の教育の 方を大学で し るが ＳＳＨ活動の中で

ＳＳＨ 理科、数学で問 を け と とで 理数活動の中で

の広がりとし の問 を し と 流 で る  
田 鶴 の 画の と 画全体 と社会科学的 のが大 が の 画 、 化の中

に ンスがた る で と た とが と とが大事

で 科学的 アプロー がで る の た る での鶴南ゼミでのテー に ント

た る の研究を や け と の 大事 、 的に地方創生

に のを で り す、連 る ー ンスの と で

る のプロセスを大事にし 的に た のを と の と  
部 ３年 の ジ スプランコンテストで 賞を取 たの 高 の生徒で に 連し 企業と ア

プした取組 た の りを ンスで ー 分 すると 方法 る 企業と ア

プすると けで 学究的 深 を探 方法 る リ ン ー ー に した

会社で る を た と 導 等を科学的 で し るとの と 学術、先進的企

業との ア プ ントが鶴 に る  
安藤 ＳＤ キー ー で る 分達 とが るの と とを るの テー

で 効果的で る 研究動機とし ＳＤ の中の のテー に し 分達 ると

の 明で る に 高度 のを め る けで 、 のが 発展 上

国で に のを るに する 、等と アプロー  
田 書に の 明をお した  

佐藤 鶴南ゼミに る の 大体３ を た 生徒の 大体１ た

が 参加者に 担を課す とにした  
田 後 の 能 る  

能 る  
安藤 者 担と と る  

部 一 の  
継続校 有 者会 で を ける と た が、 で でに
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の し る と た とし 検 し け

 
部 鶴お 子 地 で る 取組 に 当が 良 と  
田 実際に 取組 を と に外部 の を と 能  
部 鶴お 子 書 方に に る  
田 組 を中に入 るので 的に とをやるの りと がする  

石川 鶴お 子 ＳＳＨの で 、鶴 を 進めた  
安藤 高校の先生で 、企業に し が 方等がや た が  
田 後 大事 夫し と し と が大 お がや ると

連携し や と 事業の進め方が大事 の たり ３ 目に向け 検 し と  
 連  
 会 

 
 

  ー ー ー  

２年１ ２２ （ ） 
１  

者 
運営指導委員 

大学大学 学研究科教  安藤晃、鶴 鶴 一中学校長 菅原  
山 鶴 高等学校長 佐  

山 教育 高校教育課 
主任指導主事 小山 彦、指導主事  

山 鶴 南高等学校 
校長 石川真澄、教  砂田智、事務部長 安達泰浩、小松範明、三浦晋、五十嵐雄大、木村築、三宅国彦、 
青山 、木村良二、安野浩夫、池田雅明、齋藤恵美、猪口俊二、佐藤清輔、鏡雄一、青山尽、齋藤雅子、 
後藤広、菅原恭子 

１ 開会 
２ 山 教育委員会 （高校教育課 主任指導主事 小山 彦） 
３ 山 鶴 南高等学校長  （石川真澄 校長） 

 委員  
 運営指導委員長  
  

（１） 年度のＳＳＨ事業報  
（２） 年度のＳＳＨ事業 画 
（３） 運営指導委員 の 指導 助  
菅原 に中高の校長会が鶴 南高校で 、１年生の鶴南ゼミ（基礎）の 業を参 した 広報 等で

たが、実際に と た と た 分で課 を設 し、課 を図

とする が た や るので 、 分達でや ると が

た 中学校で 分で課 を設 するの し のが る 業の中で設 た課 に

し で 恵を し 課 を図 とする 、 る探究 の学 本校で 増

る 業を 本校の先生方に をしたが、 、実際に とをし るの が

と と が た 中高の先生方で 共有し が大事 の校長会 全中学の校長

が たので 機会 た 中学校で 学校 事に 連し 的 学 の 間にお 主体的

活動をする が 高校で り学力に を 教育課 を組 で ると た 中高一 校

がで 連携をする上で やりやす し、 の 活動がで と  
佐 ２ 問が る １ 目 外部での発 に 参加グ ープ数、 の 方、 鶴南ゼミの発

会と の 、 ス ーと ー ントの の にし る 、に た

２ 目 評価に 理 の評価 で し が の発 に る、高校生の に基

た発 に し の評価 で 評価し と  
佐藤 グ ープ数 ３ 数 の 科学部とし の参加、 先端研 研究生とし  
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の参加と の で る 中間発 会の発 を 先生方が め る 鶴南ゼミの

発 会と ので、 ス ー、 ー ントに の 度 し る  
安藤 発 するグ ープ 理数科と 科 で るの 理数科と 科学部 るの  
佐藤 生徒の発 や外部発 会の 等 し が の 度 で る  
鏡 評価に の評価に に 上が おり、 の とを加 し や

け と る 理 おお のを 理 用、 用とし

た と る 等、実験、 、 の 取り に の に を

度の 員研修会で目 をし た 高校生の の評価と の し とで るが、

大 と ので 続 た  
佐 の取り組む 広 評価 に し と生徒の 発 を す とに が し

能 る  
安藤 理共 ととし 発 をする とに 、 た 研究を 生徒が 成長で た が評価の

中に入 る 項目 がで ると 本 が課 に する探究度を や 増や

とした 、 の が育 た 等をプ ゼン力に の評価項目で評価する とがで

る た、一度や で と を 夫し と の 大事  
菅原 評価シート 事 に生徒に し る  
鏡 教員用の の 、生徒 の 評価シート 教員用と で を３ に

した のを 用し る 生徒に 生徒 の 評価シートを に し る  
菅原 生徒 の 評価、 評価、先生方の評価を の に る 教 し  
鏡 発 会での発 を評価する のとし 評価、教員の評価、参加者 の が る 評価 鶴

南ゼミ活動全体の評価の参 にし る  
菅原 先生方の評価と生徒達の評価の  
鏡 担当教員 で の部分を る し が、全体で し た 評価の 数 全

体で し おり、中間評価の で 年 り 上が る 全体発 会の数 、中間

のの や 年度との を で る  
菅原 た評価に 生徒が で と る  
猪口 分達がや た とを発 の中で十分に る とがで 、外部の方 指 、「 や た

と のに 」と をした、と 事 た  
安藤 先生方の評価にお 、 の で を ける、３を けると との共有化 大 で る 全体の

ア プのために評価 体を高めにする等の 会、 交 等 するの  
鏡 度２ に 研修会で 交 、 た で改良を加 で る 発 会が

の 会等の のと  
安藤 教員評価シートの し 間をお にや た方が  
佐 鶴 南高 探究活動を めとし、 で地 を し、活 し おり、 年度に鶴 南高

と に る鶴 高 と け と る 鶴 高 ３年生の に課 研究の

発 会を設 し おり、鶴南の２ と おり、 参加 し で る の とを

ると 年度鶴 高入学生 年度で した学校の高校２年生に るので の りで

が で る 探究活動のテー に 鶴南生の発 力が活 、 のが と る

が、研究 法 りが のが ので、 の部分 高校生 し 発 が し  
安藤 すでに る 、中高一 校での取組と の ＳＳＨ３ 目の目 の一 と ると

で の中高一 校との 化を する 中学生を で、中学生に 高校生に プラスに る

活動がで る 校の事 を参 にし が り し  
菅原 ＳＳＨをや た、進路 や生 方に る、と生徒が実 する とが大 と が、

生徒 の に る  
佐藤 生徒 校 で る各活動がＳＳＨ事業 鶴南ゼミ、 進路研修がＳＳＨ

事業で る と し る に 業生 を るが、 業生が大学で研究をする

と にゼミの 験が に たと 学中に を るの  
石川 ゼミ 校 外の活動全 め し る 大学進学に た ゼミの活動でテー とし た

とを け と る生徒 ので、ＳＳＨの取組が生徒の進路 に を

ると評価で る部分 る  
安藤 数 るＳＳＨ事業の中で 分にと 一 ン クトが た事業 、 た、 分が成長したと
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た事業 、と アンケートを生徒に し や 先生が る とと

のがで る し  
鶴 南高校 全員が課 研究に取り組 で 、当たり の ととし 活動し る ＳＳＨに指

恵 た に るが、 の中に ると恵 ると で と るので 大

学に 、 分と た高校の を る とで め の りがた を り る とがで る 安

藤先生 た に、 後、生徒が 分の成長を実 で る評価法やアンケートを と

がで ると とし 指 ３校の中で良 評価法等を共有し が 進め け 良 と

る  
安藤 年度 ートを め るが、先生方 の 入し るの  
佐藤 に と 入し  
安藤 生徒が 者の 等を 成長で る るの  
佐藤 クラス の と学年 での を る とがで る  
安藤 英語を用 た発 で、発 するが、 に で を る とが る 英語がで

ので 分の が と ート 分の と の を 理し、

がりを ると で良 ト ーニングで ると た、先 研究の に 担当者の

すると が し 部分が ると 大学 と 検 をし をし、

の の で をし ると のが る、と 流 が るが、高校 で本当に

で めるの と と り、 の が の が し 方法 を た方が の

し た、発信・連携の 化と とに 生徒の研究を ーム ージに ると

と や し 各校が生徒の研究を ーム ージに 先 研究の検 に る

た、生徒にと 分の研究が発信 ると の に に る 外部発 のグ ープ に

先生方が し るとの と たが、機会が で発 し た、

の高校に とに け成長で る を発信し と と 大 で る 鶴南の

とし けで 活動を 間 を育 る学校 と とが 力のア プに がる

外的 発 活動 外 る活動の一 で る る で と 発 した生

徒にと 成長の ャンスで ると 方をし た が良  
   の高校と 校の 携に が 年 に 、２年に一 へ ると

の  
石川 を ースにし に 能 の る とを 校で探 で る  
安藤 のでスカ プ等で 的 交流を続け と と 良 ので  
石川 国高 中学 川 高校とお をテー にした共 研究を る の 共 する研究

テー を 活動で と  
安藤 先生方が主導で、共 テー で企画を し 参加生徒を 進め  
   地元企業との連携に 続 や し 研究で 学連携と とでや るが、

教育で 学連携 有効 と  
 連  
 会 
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（ Ｄ ２） 

  令和元年度 鶴南ゼミ全体発表会  振り返りアンケート 

 

 （質問１～１３は１つ選択する形式です） 

質問１：あなたの所属ゼミを教えて下さい。（選択肢省略） 

質問２：【課題発見】探究活動を通して、主体的に課題を発見することができましたか？ 

□ 達成できている。 

□ 達成のために、すでに実行に移すことができており、達成まであと一歩のところにきている。 

□ 達成のために何をすればよいかわかっていて、実行に移すことができている。（実行に移そうとしている） 

□ 達成のために何をすればよいかわかっているが、実行には移すことができていない。（実行の準備ができていない） 

□ 達成のために何をすればいいかわからない。 

 ※以下、質問３～１３の選択肢は質問２と同じです。 

質問３：【先行研究から学ぶ】発見した課題に対して、先行研究等を踏まえ、その課題に関する基本的な知識・

事柄を理解することができましたか？ 

質問４：【テーマ設定】発見した課題に対して、適切なテーマ設定をすることができましたか？ 

質問５：【仮説】設定したテーマに対して、適切に仮説等を立てることができましたか？ 

質問６：【研究計画】仮説等を検証するための適切な研究方法・研究計画を立てることができましたか？ 

質問７：【研究結果】実験の様子・結果を正確に記録し、まとめることができましたか？ 

質問８：【分析・考察】複数の実験・調査の結果から総合的に法則性を検討し、仮説の検証を行うことができま

したか？ 

質問９：【結論・今後の展望】結論や今後の展望を明確に説明することができましたか？ 

質問１０：【批判的思考力】発表内容を聞き、疑問点を適切に質問することができましたか？ 

質問１１：【プレゼン力①】聞き取りやすい話し方であり、聴衆の反応を意識して発表できましたか？ 

質問１２：【プレゼン力②】発表者の意図が伝わるグラフや表、図を選択することができましたか？ 

質問１３：【プレゼン力③】質問に対して適切な回答ができましたか？ 

 （質問１４～１６は記述式による回答です） 

質問１４：各自もらったコメントの中で、印象に残ったもの・これからの活動に役立ちそうなもの・後輩に伝

えたいことなどがあったら、ここに入力してください。 

質問１５：全体発表会やここまでのゼミ活動を通して、自分の発表・活動の良かったところや改善すべきだっ

たところなどについて入力してください。 

質問１６：全体発表会やここまでのゼミ活動を通して、自分自身成長できたと感じた部分はありますか？下の

項目から選び、その内容を具体的に書いて下さい。（複数でも構いません） 

【知識・技能・思考力・判断力・表現力・興味・関心・主体性・協調性・人間性・その他】 

 

鶴南ゼミ中間発 会で の のを 用した  
入力・ Benesse で し る Classi を用 た  
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（ Ｄ ３）  

 

 

（ Ｄ ２）の に 、「達成で る」を『 』、「達成のために、すでに実 に す とがで

おり、達成 で と一 のと に る」を『 』、「達成のために をす 、実

に す とがで る （実 に とし る）」を『３』、「達成のために をす

るが、実 に す とがで （実 の がで ）」を『２』、「達成のために をす

」を『１』に し る  

 

 

＜２年生振り返りシートによる自己評価の結果＞

5 4 ５と４の計 5 4 ５と４の計

①【課題発見】探究活動を通して、主体的に課題を発見す
ることができる。

52.6% 18.7% 71.3% 76.8% 17.1% 93.9%

②【先行研究から学ぶ】発見した課題に対して、先行研究
等を踏まえ、その課題に関する基本的な知識・事柄を理解
することができる。

49.7% 28.7% 78.4% 77.2% 12.8% 90.0%

③【テーマ設定】発見した課題に対して、適切なテーマ設
定をすることができる。

66.9% 19.2% 86.1% 81.8% 11.0% 92.8%

④【仮説】設定したテーマに対して、適切に仮説等を立て
ることができる。

55.2% 23.3% 78.5% 82.9% 9.4% 92.3%

⑤【研究計画】仮説等を検証するための適切な研究方法・
研究計画を立てることができる。

50.6% 20.3% 70.9% 72.4% 19.9% 92.3%

⑥【研究結果】実験の様子・結果を正確に記録し、まとめ
ることができる。

50.6% 24.4% 75.0% 75.6% 16.7% 92.3%

⑦【分析・考察】複数の実験・調査の結果から総合的に法
則性を検討し、仮説の検証を行うことができる。

33.7% 33.1% 66.8% 63.0% 26.0% 89.0%

⑧【結論・今後の展望】結論や今後の展望を明確に説明す
ることができる。

59.3% 25.0% 84.3% 73.5% 22.7% 96.2%

⑨【批判的思考力】発表内容を聞き、疑問点を適切に質問
することができる。

35.5% 21.5% 57.0% 50.6% 13.3% 63.9%

⑩【プレゼン力①】聞き取りやすい話し方であり、聴衆の
反応を意識して発表できる。

44.8% 33.7% 78.5% 62.8% 31.7% 94.5%

⑪【プレゼン力②】発表者の意図が伝わるグラフや表、図
を選択することができる。

64.5% 21.5% 86.0% 76.7% 18.3% 95.0%

⑫【プレゼン力③】質問に対して適切な回答ができる。 39.0% 34.3% 73.3% 57.5% 33.5% 91.0%

中間発表会後
（５・４のみ表示）

全体発表会後
（５・４のみ表示）

51



（ Ｄ ） 鶴南ゼミ中間発 会で の のを 用した  

年   ー 評価シート 

 （   ）グ ープ ス ー （   ） 

・ 度    

研究 と設 理  課 やテー の設 が で、 の

設 理 明 で る  
課 やテー を設 し、設 理 を

る  
課 やテー 、設 理 が 、

た 、 りに  

研究の  等 とと に

る  
等 る  等が  

研究方法  等を検証するための十分 実

験や を る  
等を検証するための実験や

を る  
検証するための研究方法が で

 

実験・ 果  
分 ・  

数の実験・ の 果 的

に法 を検 し、 の検証を

る  

実験・ の 果が とめ 、

を基に法 を検 し る  
実験・ 果を し るが、

を る  

後の展 や  や課 、 後の展 が明 に

る  
や課 、 後の展 が

る  
・課 ・ 後の展 が

 

プ ゼン力  
の項目の 、達成で

る を で む  

１ 取りやす し方で り、 の を し 発 し る  

２ 発 者の 図が るグラ や 、図 を し る  

３ 問に し をし る  

コ ント  

 学者情報  （   ）年 子・ 子 （              ） で  
 

（ Ｄ ） 
中間発 会（１ ）の教員評価シート

 

52

令和元年度 ２年鶴南ゼミ中間発表会 ポスター発表 教員評価シート 

 （   ）グループ ポスター番号（    ）                             評価者：（               ） 

観点・点数 ５ ４ ３ ２ １ 

【研究内容と設定理由】 
課題やテーマの設定が適切

で、その設定理由も明確で

ある。 
（５と３の中間） 

課題やテーマを設定し、設

定理由を述べている。 
（３と１の中間） 

課題やテーマ、設定理由がな

い、または、わかりにくい。 

【研究の仮説】 
仮説等も根拠とともに立て

られている。 
（５と３の中間） 仮説等は立てられている。 （３と１の中間） 仮説等が立てられていない。 

【研究方法】 
仮説等を検証するための十

分な実験や調査を行ってい

る。（行おうとしている） 
（５と３の中間） 

仮説等を検証するための実

験や調査を行っている。（行

おうとしている） 
（３と１の中間） 

検証するための研究方法が

適切ではない。 

【実験・調査結果】 
【分析・考察】 

複数の実験・調査の結果か

ら総合的に法則性を検討

し、仮説の検証を行ってい

る。（行おうとしている） 

（５と３の中間） 

実験・調査の結果がまとめ

られ、それを基に法則性を

検討している。（検討しよう

としている） 

（３と１の中間） 

実験・調査結果を示している

（示そうとしている）が、適

切さを欠いている。 

【今後の展望や結論】 
結論や課題、今後の展望が

明確に述べられている。 
（５と３の中間） 

結論や課題、今後の展望が

述べられている。 
（３と１の中間） 

結論・課題・今後の展望が述

べられていない。 

【プレゼン力】 
※右の項目のうち、達成でき

ている番号を○で囲む。 

１ 聞き取りやすい話し方であり、聴衆の反応を意識して発表している。 
２ 発表者の意図が伝わるグラフや表、図などを選択している。 
３ 質問に対して適切な回答をしている。 

※評価後はＳＳＨ評価担当のかがみまで提出をお願いします。（すぐに集計に入るので、閉会式終了後すぐくらいまでに提出をお願いします。） 



全体発 会（２ ）の教員評価シート  

 
 
（ Ｄ ） 鶴南ゼミ中間発 会・全体発 会の教員評価の 数  

  
 
 
 
 
 
 
 

研究 と設 5 3.44 0.708 3.6 0.732

研究の 5 3.2 0.847 3.38 0.794

研究 5 3.29 0.837 3.38 0.817

実験・ ・ ・ 5 3.25 0.817 3.33 0.71

の 5 3.39 0.764 3.45 0.712

ン１（ ） 3 1.26 1.481 1.26 1.482

ン２（グ フ 図） 3 1.13 1.453 1.2 1.47

ン３（ の ） 3 1.29 1.485 1.06 1.434

合計 34 20.25 20.66

1中 発 1 体発
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令和元年度 ２年鶴南ゼミ全体発表会 ポスター発表・ステージ発表 教員評価シート 評価者：（            ） 

（   ）グループ ポスター番号（    ） ／ ステージ発表番号（     ） 

観点・点数 ５ ４ ３ ２ １ 

【研究内容と設定理由】 

探究活動として適切な課

題やテーマを設定してお

り、その設定理由も適切

である。 

探究活動として適切な課

題やテーマを設定してお

り、その設定理由も述べ

ている。 

課題やテーマを設定し、

設定理由を述べている。 

課題やテーマ、設定理由

を述べてはいるが、わか

りにくい。 

その課題やテーマを設定

した理由がわからない。 

【研究の仮説】 

先行研究などを踏まえな

がら検証可能な仮説等が

立てられておりその内容

も適切である。 

先行研究などを踏まえな

がら検証可能な仮説等が

立てられているが、不十

分な点がある。 

検証可能な仮説等が立て

られている。 

仮説等が立てられてはい

るが、検証不可能であ

る。 

仮説等が立てられていな

い。または、仮説等がテ

ーマとはかけ離れてい

る。 

【研究方法】 

仮説等を検証するための

実験や調査を行ってお

り、その方法に回数や種

類など十分な工夫が見ら

れる。 

仮説等を検証するための

実験や調査を行ってお

り、その方法に回数や種

類など多少の工夫が見ら

れる。 

仮説等を検証するための

実験や調査を行ってい

る。 

仮説等を検証するための

実験や調査を行っている

が、十分とはいえない。 

仮説等を検証するための

実験や調査としては適切

ではない。 

【実験・調査結果】 
【分析・考察】 

実験・調査の結果及び分

析から総合的に法則性を

検討することで仮説の検

証を行っており、満足い

く内容である。 

実験・調査の結果及び分

析から総合的に法則性を

検討し、仮説の検証を行

っている。 

実験・調査の結果がまと

められ、それを基に法則

性を検討している。 

実験・調査結果を示して

いるが、分析・考察が適

切さを欠いている。 

実験・調査結果を示して

いない。分析・考察もな

い。 

【結論や今後の展望】 

結論や今後の展望が明確

に述べられており、先行

研究になり得る内容であ

る。 

結論や今後の展望が明確

に述べられている。 

結論や今後の展望が述べ

られているが、内容に飛

躍している部分がある。 

結論やまとめ・課題や今

後の展望のどちらか一方

しか述べられていない。 

結論やまとめ・課題や今

後の展望が一切述べられ

ていない。 

【プレゼン力】 
※右の項目のうち、達成でき

ている番号を○で囲む。 

１  聞き取りやすい話し方であり、聴衆の反応を意識して発表している。 
２  発表者の意図が伝わるグラフや表、図などを選択している。 
３  質問に対して適切な回答をしている。 

コメント（あれば）  

※評価後はＳＳＨ評価担当のかがみまで提出をお願いします。（すぐに集計に入るので、閉会式終了後すぐくらいまでに提出をお願いします。） 



ート

ー ートの の
ー

① ②

科学技術に し ・ が高 方 と す

① に高 ② 高 ③ り高 ④ 全 高

科学技術に する 事・ ・書 を す

① む ② む ③ り ④ 全

「 先端技術」と る のに 、実際に た と す

① と
た

② 機会が
た

③ り
た と

④ 全 り
た

⑤

科学技術に する学 分野で、 を のを で （ 数 ）

① 理 ② 化学 ③ 生 ④ 地学 ⑤ 数学

科学技術に する分野で、 を のを で （ 数 ）

① ② ー ③ 材 ④ 生 科学 ⑤ コンピュー ー
科学

⑥ 能 ⑦ 科学 ⑧ 学 ⑨ の （ ）

国際交流事業に る外国訪問や、外国 の ームステ の け入 、 た 、国 における、

化交流 ント に参加した とが り す

① る ② る ③ り ④ 全

外国の と会 する とに が り す

① り る ② る ③ り ④ 全

国際交流事業に る外国訪問や、外国 の ームステ の け入 、 た 、国 における、

化交流 ント に 後参加し た と す

① と
し た

② 機会が
し た

③ した
と

④ 全 した ⑤

年度 り、鶴南 『 （ ）』事業 校に り した に 、

① で た実験や探究活動が 能に る
② 先端で活 する 方 と る
③ 海外の学校との国際交流がで る

と た とを とした、 の探究 ・ を後 しする 活動が学校生活の中に入 す
活動を り のにし ために、 的に アンケートや活動に する 等をとりた と

すので、 力をお が し す
、 年度の 事業開 と とで、 アンケートをとりた と すので、
の 問事項に

の

問に た とに し 分 りに とし る

① し る ② する と る ③ り 分で ④ 全 分で

問に た とに し 、 や携 を 用し た とが り す

①
用し る

② 用する と
る

③ り 用し ④ 全 用し

科学技術にに る情報機器や トを 用し、 や分 をお た とが り す

① 用
し る

② 用した と
が る

③ り 用した
とが

④ 用した と
が

⑤

数学・理科の 業にお 、 や実験・ を し 分 りに た 問を 験をした とが り す

① る ② と る ③ り ④ 全 ⑤

数学・理科の問 にお 、 分 りの た 法を た 験をした とが り す

① る ② と る ③ り ④ 全 ⑤

実験・ 果 共 ・ を指 する とがで す

① で る ② ややで る ③ りで ④ で

実験・ 果を とにし 問 を上 る とがで す

① で る ② ややで る ③ りで ④ で

の機器の る のを全 で

① ン ー ト ② ープロ ト ③ ト ④ ー ント ⑤ ジ カ ラ

⑥ コンピュー ー ー

の

理科・数学・先端科学等のお し 取り組 や、探究活動に参加で る

① る ② し る ③ り ④ 全

理科・数学に する能力やセンスの向上に

① る ② し る ③ り ④ 全

理 学部の進学に

① る ② し る ③ り ④ 全

大学進学後の 分野探しに

① る ② し る ③ り ④ 全

へ続

の 探しに

① る ② し る ③ り ④ 全

国際 の向上に

① る ② し る ③ り ④ 全

情報機器を活用する能力やプ ゼンテーション能力の向上に

① る ② し る ③ り ④ 全

での進路 を１

① 理 ② ③ 体育 ④ 術 ⑤

、 の 業に た す

① り
る

② おおむ
る

③ り ④ 全

、 の 業に一 た と す

① 大学・ 的研
究機 の研究者

② 企業の研究者
・技術者

③ 技術 の 務員 ④ 中学校・高等
学校の理科・
数学教員

⑤ （ 科
・ む）

⑥ ⑦ ⑧ の
理数 の 業

⑨ の
の 業

⑩

で①理 を に 問です 大学で一 した 分野 です

① 理学部 ② 学部 ③ 学・ 学部 ④ 学部 ⑤ 学部

⑥ 学部
（ む）

⑦ 生活科学
・ 学部

⑧ 教育学部
（理数 ）

⑨ の 理 ⑩

で② を に 問です 大学で一 した 分野 です

① 学部 ② 学部 ③ 教育学部
（ ）

④ 法学部 ⑤ ・ 学部

⑥ 外国語学部 ⑦ 社会学部 ⑧ 国際 学部 ⑨ の ⑩

ート
ー ートの

（ Ｄ ） 
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（ Ｄ ） Ｓテストの 果（H30 １年生 R1 ２年生の 果を ） 

 

 

（ Ｄ ） ＳＳＨ基礎アンケートの 果（一部 ） 

 
 
 
 
 

 
 

学

ース・科

験

（ ）

S 1 1 1 1 3 3 4 4

61 62 81 81 31 32 82 82 96 99 95 99

B 130 192 110 191 143 175 101 183 92 191 87 186

4 196 191 21 196 7 190 4 195 5 191

D 196 191 196 1 191 1 196 191

191

高校2 生

_ 合 _ 合

2019

196 191

2018

高校1 生

196

高校1 生 高校2 生

_ 合 _ 合

2018 2019

_ 合 _ 合

2018 2019

196 191

高校1 生 高校2 生

Q14 学・ 科の 習 の
験 と ま

Q15 実験・ ・
と で ま

・ と と 生 の 合の 　　 で ・ で と 生 の 合の

29 　1 生　 　 1 　3 生 29 　1 生　 　 1 　3 生

38.0 　 　44.4 71.4 　 　78.1

Q16 実験・ と
と で ま

　　 で ・ で と 生 の 合の

29 　1 生　 　 1 　3 生

65.6 　 　67.9

27 　1 生　 　 28 　1 生　 　 29 　1 生　 　 30 　1 生　 　 1 　1 生

35.6 　　　 　 　　34.8 　 　　 　 　　39.5 　 　　 　 　　42.9 　　　 　　　45.2

Q18 SSH 連 授業で
科・ 学・ 科学等の 究 動 加で と

　　 と 生 の 合の

27 　1 生　 　 28 　1 生　 　 29 　1 生　 　 30 　1 生　 　 1 　1 生

20.8 　　　 　 　　30.3 　 　　 　 　　32.3 　 　　 　 　　31.4 　　　 　　　35.0

Q19 SSH 連 授業で
科・ 学 センスの と

　　 と 生 の 合の

ート

ー ートの の
ー

① ②

科学技術に し ・ が高 方 と す

① に高 ② 高 ③ り高 ④ 全 高

科学技術に する 事・ ・書 を す

① む ② む ③ り ④ 全

「 先端技術」と る のに 、実際に た と す

① と
た

② 機会が
た

③ り
た と

④ 全 り
た

⑤

科学技術に する学 分野で、 を のを で （ 数 ）

① 理 ② 化学 ③ 生 ④ 地学 ⑤ 数学

科学技術に する分野で、 を のを で （ 数 ）

① ② ー ③ 材 ④ 生 科学 ⑤ コンピュー ー
科学

⑥ 能 ⑦ 科学 ⑧ 学 ⑨ の （ ）

国際交流事業に る外国訪問や、外国 の ームステ の け入 、 た 、国 における、

化交流 ント に参加した とが り す

① る ② る ③ り ④ 全

外国の と会 する とに が り す

① り る ② る ③ り ④ 全

国際交流事業に る外国訪問や、外国 の ームステ の け入 、 た 、国 における、

化交流 ント に 後参加し た と す

① と
し た

② 機会が
し た

③ した
と

④ 全 した ⑤

年度 り、鶴南 『 （ ）』事業 校に り した に 、

① で た実験や探究活動が 能に る
② 先端で活 する 方 と る
③ 海外の学校との国際交流がで る

と た とを とした、 の探究 ・ を後 しする 活動が学校生活の中に入 す
活動を り のにし ために、 的に アンケートや活動に する 等をとりた と

すので、 力をお が し す
、 年度の 事業開 と とで、 アンケートをとりた と すので、
の 問事項に

の

問に た とに し 分 りに とし る

① し る ② する と る ③ り 分で ④ 全 分で

問に た とに し 、 や携 を 用し た とが り す

①
用し る

② 用する と
る

③ り 用し ④ 全 用し

科学技術にに る情報機器や トを 用し、 や分 をお た とが り す

① 用
し る

② 用した と
が る

③ り 用した
とが

④ 用した と
が

⑤

数学・理科の 業にお 、 や実験・ を し 分 りに た 問を 験をした とが り す

① る ② と る ③ り ④ 全 ⑤

数学・理科の問 にお 、 分 りの た 法を た 験をした とが り す

① る ② と る ③ り ④ 全 ⑤

実験・ 果 共 ・ を指 する とがで す

① で る ② ややで る ③ りで ④ で

実験・ 果を とにし 問 を上 る とがで す

① で る ② ややで る ③ りで ④ で

の機器の る のを全 で

① ン ー ト ② ープロ ト ③ ト ④ ー ント ⑤ ジ カ ラ

⑥ コンピュー ー ー

の

理科・数学・先端科学等のお し 取り組 や、探究活動に参加で る

① る ② し る ③ り ④ 全

理科・数学に する能力やセンスの向上に

① る ② し る ③ り ④ 全

理 学部の進学に

① る ② し る ③ り ④ 全

大学進学後の 分野探しに

① る ② し る ③ り ④ 全

へ続

の 探しに

① る ② し る ③ り ④ 全

国際 の向上に

① る ② し る ③ り ④ 全

情報機器を活用する能力やプ ゼンテーション能力の向上に

① る ② し る ③ り ④ 全

での進路 を１

① 理 ② ③ 体育 ④ 術 ⑤

、 の 業に た す

① り
る

② おおむ
る

③ り ④ 全

、 の 業に一 た と す

① 大学・ 的研
究機 の研究者

② 企業の研究者
・技術者

③ 技術 の 務員 ④ 中学校・高等
学校の理科・
数学教員

⑤ （ 科
・ む）

⑥ ⑦ ⑧ の
理数 の 業

⑨ の
の 業

⑩

で①理 を に 問です 大学で一 した 分野 です

① 理学部 ② 学部 ③ 学・ 学部 ④ 学部 ⑤ 学部

⑥ 学部
（ む）

⑦ 生活科学
・ 学部

⑧ 教育学部
（理数 ）

⑨ の 理 ⑩

で② を に 問です 大学で一 した 分野 です

① 学部 ② 学部 ③ 教育学部
（ ）

④ 法学部 ⑤ ・ 学部

⑥ 外国語学部 ⑦ 社会学部 ⑧ 国際 学部 ⑨ の ⑩

ート
ー ートの

（ Ｄ ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 55



（ Ｄ １ ） 教員の 果（一部 ） 
成３ 年度  

 

 
元年度  

 

 

4　 の 学習 導 発 ま （ １ ）

6 14.6% 27 65.9% 7 17.1%

1 2.4% 0 0.0% 41 100.0%

大
1

計

2 3 14.6%

65.9%

17.1% 2.4% 0.0%
1
2
3

6　 の 加 とで 生 の科学 ・ ・ と ま （ １ ）

8 19.5% 31 75.6% 1 2.4% 0 0.0% 1 2.4%

0 0.0% 0 0.0% 41 100.0%

7　 の 加 とで 生 の科学 学習 と ま （ １ ）

7 17.1% 31 75.6% 1 2.4% 0 0.0% 2 4.9%

0 0.0% 0 0.0% 41 100.0%

と と高

4 5

と と高

計

1 2 3

2 31 4 5

計

大

大

19.5%

75.6%

2.4% 0.0% 2.4% 0.0%0.0%
1
2
3
4
5

17.1%

75.6%

2.4%0.0% 4.9% 0.0%0.0%
1
2
3
4
5

　 の 学習 導 発 ま （ １ ）

10 23.3% 27 62.8% 6 14.0%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

2 3

計

大
1

23.3%

62.8%

14.0% 0.0%0.0%
1
2
3

6　 の 加 とで 生 の科学 ・ ・ と ま （ １ ）

13 30.2% 21 48.8% 2 4.7% 3 7.0% 4 9.3%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

7　 の 加 とで 生 の科学 学習 と ま （ １ ）

13 30.2% 23 53.5% 1 2.3% 1 2.3% 5 11.6%

0 0.0% 0 0.0% 43 100.0%

計

大

大
2 31 4 5

2 3 4 5

と と高

計

1
と と高

30.2%

48.8%

4.7%

7.0%
9.3% 0.0%0.0%

1
2
3
4
5

30.2%

53.5%

2.3%
2.3%

11.6% 0.0% 0.0%
1
2
3
4
5
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研究 ー
ー ー

1 　ト イアングル 41 日本の と

2 バイ クス ス ース　 リ 42 鶴岡の発 の め

3 動 と 計算 ールの 動の 43

4 グ ス B 44 リンセスで見 と

5 光の速 の ま B 45 南高 ま

6 B 46 の と B

7 での の『 』の 日 学 47 の 　～ のまま ～

8 ス ー 学B 48 の

9 学B 49 集中で ま

10 ま ト トの 　～ト トの と イク ク ッ ング ～ 生 50 イ と

11 高 の 生 51 義　 ～ 大 の 大 ～

12 生 52 の の ッセー 　～ ック・ ック ～

13 と の 生 53 歩の の中

14 ～ の ～ 生 54 ～ の ～

15 ス ント 生 B 55 光 で

16 め ま 生 B 56 の 　～ と の ～

17 計 ～ま まルー ま ～ 生 B 57 の の ～ の ～

18 高校生 集合 生 B 58 本 　 の

19 鶴岡 計 ～ウ ～ 生 B 59 鶴南生 ッ ー

20 科学の 　～ ～ 生 B 60 の

21 の め 生 B 61 ア ２～ ま の ～

22 本 出 学 62 で

23 学 63 日本 ま ま ～ 日本 ～

24 センター試験 実 学 64 　～ ～

25 学 65 の の の

26 東 ニー ン 　 学 66 月の光　～ ッ ーの め ～

27 大 の 学 67 リの ～ ウ ～

28 鶴南 ン スト　 の２ 学

29 ングセ ー の

30 食 の 体 の ート 1 動 ～バイ タルの の ～

31 生ま 月 の 体 2 保 の 　～ の ～

32 の 動 体 3 生

33 ン の 体 4 の クリ 　

34 日本 体 5 の の 学

35 ス ー の の め 体 6

36 ト ーニング動 の 体 7 水生生 研究 のア ー 研

37 動 のウ ー ングアッ 体

38 のイ で 速 体 　 　 ンバー 科の生 の

39 の日本のアイ ル

40 ット ーの ～ ～

ス ー 発
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実
施
項
目
 

担
当

責
任

者
 

（
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
）

 

Ａ
 

①
「
Ｓ
Ｓ
科
目
」
の
改
善
と
教
材
開
発
、
指
導
法
や
評

価
法

等
の

研
究

 
木

村
良

二
（

数
学

科
主

任
）

 

小
松

範
明

（
理

科
主

任
）

 

②
全
校
生
徒
が
取
り
組
む
継
続
し
た
探
究
活
動
『
鶴
南

ゼ
ミ

』
の

深
化

・
発

展
 

青
山

尽
 

 
 
鶴
南
ゼ
ミ
（
基
礎
）
 

五
十

嵐
雄

大
（

１
学

年
担

任
）

 

 
 
鶴
南
ゼ
ミ
（
探
究
）
 

三
浦

晋
（

２
学

年
担

任
）

 

 
 
鶴
南
ゼ
ミ
（
発
展
）
 

長
谷

川
晃

（
３

学
年

担
任

）
 

③
探
究
活
動
『
鶴
南
ゼ
ミ
』
に
お
け
る
『
地
方
創
生
』

分
野

の
開

設
と

拡
大

 
佐

藤
清

輔
 

④
科
学
部
活
動
の
充
実
と
発
展
、
高
度
・
先
端
研
究
に

取
り

組
む

生
徒

の
育

成
 

三
宅

国
彦

（
科

学
部

顧
問

）
 

⑤
国

際
科

学
技

術
コ
ン

テ
ス

ト
等
へ

の
生

徒
の
参

加
数

、
入

賞
数

の
増

加
に

向

け
た
取
組
 

長
谷

川
晃

（
理

数
科

担
任

）
 

三
浦

晋
（

理
数

科
担

任
）

 

Ｂ
 

⑥
「
情
報
・
科
学
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
」
の
開
設
と
カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

開
発

 
木

村
良

二
（

情
報

科
主

任
）

 

⑦
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
す
る
能
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン

能
力

の
育

成
 

安
野

浩
夫

（
図

書
情

報
課

長
）

 

⑧
英
語
力
の
向
上
と
海
外
の
高
等
教
育
校
と
の
交
流
、

連
携

の
拡

大
 

池
田

雅
明

（
２

学
年

英
語

科
）

 

齋
藤

恵
美

（
２

学
年

英
語

科
）

 

Ｃ
 

⑨
鶴
南
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
研
究
開
発
 

木
村

築
（

進
路

課
長

）
 

⑩
小

中
学

校
で

の
理
数

体
験

充
実
と

高
等

学
校
間

で
の

理
数

体
験

を
共

有
す

る

た
め
の
研
究
 

鏡
雄

一
（

数
学

科
主

任
）

 

小
松

範
明

（
理

科
主

任
）

 

⑪
研
究
成
果
の
社
会
へ
の
還
元
と
発
信
 

佐
藤

清
輔

 

猪
口

俊
二

（
図

書
情

報
課

）
 

⑫
大
学
・
研
究
室
を
訪
問
す
る
研
修
（
理
数
セ
ミ
ナ
ー

）
の

拡
充

 
鏡

雄
一

（
理

数
科

主
任

）
 

⑬
大
学
・
企
業
と
連
携
し
た
研
究
実
績
を
進
路
指
導
へ

活
用

す
る

た
め

の
研

究
 

猪
口

俊
二

（
３

学
年

主
任

）
 

Ｄ
 

⑭
評
価
・
検
証
法
の
研
究
と
Ｓ
Ｓ
Ｈ
事
業
を
効
果
的
に

運
営

す
る

た
め

の
研

究
 

鏡
雄

一
 

Ｓ
Ｓ
Ｈ

事
業

企
画

本
部

 

統
括

責
任

者
 

石
川

 
真

澄
（

校
長

）
 

Ｓ
Ｓ
Ｈ

運
営

企
画

委
員

会
 

［
委

員
長

 
 

砂
田

 
 

智
］

 

［
副

委
員

長
 

安
達

 
泰

浩
］

 

各
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
リ

ー
ダ

ー
 

Ｓ
Ｓ
Ｈ

運
営

事
務

局
員

 

Ｓ
Ｓ

Ｈ
運

営
事

務
局

 

運
営

企
画

委
員

 
佐

藤
 

清
輔

 

運
営

企
画

委
員

 
鏡

 
 

雄
一

 

運
営

企
画

委
員

 
青

山
 

 
尽

 

運
営

企
画

委
員

 
齋

藤
 

雅
子

 

運
営

企
画

委
員

 
後

藤
 
 

広
 

事
務

補
助

員
 

 
菅

原
 

恭
子
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